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●
機
械
・
機
器
・
装
置
等
の
設
計
、製
作
、運
用
、整
備

●
機
械
操
作
方
法
等
の
技
術
指
導
、安
全
作
業
指
導

●
公
開
講
座
・
出
前
講
座
等
の
地
域
貢
献
活
動

●
適
切
な
作
業
環
境
の
保
持

な
ど

●
外
来
患
者
の
受
入
、入
退
院
の
手
続
き

●
診
療
・
入
院
費
用
の
計
算
、収
納

●
病
院
経
営
に
関
す
る
情
報
収
集
お
よ
び
分
析

●
医
療
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
の
管
理
・
運
営

な
ど

●
図
書
館
資
料
の
選
定
、発
注
、契
約
、受
入
、整
理

●
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
契
約
、管
理

●
図
書
館
資
料
の
貸
出
、返
却
、配
架
、保
管
、

蔵
書
点
検

●
他
機
関
と
の
相
互
利
用（
文
献
複
写
、図
書

現
物
貸
借
）に
関
す
る
業
務

な
ど

0304

●
事
務
の
総
括
お
よ
び
連
絡
調
整

●
広
報
活
動
の
企
画
・
立
案
・
実
施
お
よ
び
広

報
刊
行
物
の
編
集
・
発
行

●
職
員
の
採
用
、退
職
、異
動
等
の
人
事
管
理

●
職
員
の
給
与
お
よ
び
諸
手
当
の
決
定

な
ど

●
研
究
戦
略
・
研
究
推
進
に
関
す
る
企
画
、立

案
、調
査

●
科
学
研
究
費
助
成
事
業
、そ
の
他
競
争
的
資

金
の
獲
得
支
援

●
知
的
財
産
の
管
理

●
寄
附
講
座
、寄
附
研
究
部
門
の
設
置
・
運
営な

ど

●
海
外
の
大
学
・
研
究
機
関
と
の
学
術
交
流

●
外
国
人
研
究
員
の
受
入
、教
職
員
の
海
外
派
遣

●
学
生
の
海
外
留
学
派
遣

●
外
国
人
留
学
生
の
受
入
、就
学
支
援
お
よ
び

生
活
支
援

な
ど

●
予
算
の
立
案
、要
求
、配
分
、管
理

●
運
営
費
交
付
金
・
授
業
料
・
入
学
料
等
の
収

入
の
管
理

●
職
員
の
給
与
・
出
張
旅
費
等
の
支
出
の
管
理

●
土
地
、建
物
、構
造
物
お
よ
び
物
品
等
固
定

資
産
の
管
理

●
物
品
お
よ
び
役
務
の
調
達
　

な
ど

組
織
を
円
滑
に
運
営
し
、そ
こ
で
働
く
職

員
を
支
え
る
た
め
、幅
広
い
業
務
を
行
い

ま
す
。

総 

務

研
究
推
進
と
社
会
貢
献
の
た
め
に
、研
究
戦

略
の
企
画
や
立
案
、競
争
的
研
究
費
の
獲
得

支
援
、産
学
連
携
推
進
、知
的
財
産
等
の
管

理
運
用
等
に
関
す
る
業
務
を
行
い
ま
す
。

研
究
協
力

●
入
学
、留
学
、卒
業
等
の
学
籍
管
理

●
入
学
試
験
の
実
施
お
よ
び
広
報
活
動

●
生
活
指
導
お
よ
び
課
外
活
動
等
の
支
援

●
就
職
活
動
の
指
導
・
相
談
お
よ
び
就
活
情
報

の
収
集
・
提
供

な
ど

●
情
報
基
盤
の
整
備
、運
用
、維
持
管
理

●
情
報
化
推
進
に
関
す
る
調
査
、企
画
、立
案
お

よ
び
連
絡
調
整

●
学
内
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、計
画
、維
持
管
理な

ど

学
生
の
入
学
か
ら
卒
業
ま
で
の
学
業
及

び
生
活
面
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
業
務
を
行
い

ま
す
。

教
務
・
学
生

I
C
T
を
使
っ
た
情
報
処
理
・
情
報
伝
達

の
仕
組
み
を
整
備
・
運
用
す
る
こ
と
で
、組

織
の
業
務
全
般
を
円
滑
化
さ
せ
る
業
務
を

行
い
ま
す
。

情
報
推
進

海
外
の
大
学
・
研
究
機
関
と
の
学
術
交
流

事
業
や
留
学
生
の
受
入
・
支
援
な
ど
、グ

ロ
ー
バ
ル
な
学
術
交
流
の
拠
点
と
し
て
国

際
化
戦
略
業
務
を
行
い
ま
す
。

試
験
区
分
：
事
務

試
験
区
分
：
電
気
、機
械
、土
木
、建
築
、化
学
、

 

物
理
、
電
子
・
情
報
、
資
源
工
学
、

 

農
学
、
林
学
、
生
物
・
生
命
科
学

試
験
区
分
：
事
務

試
験
区
分
：
事
務

試
験
区
分
：
事
務

試
験
区
分
：
事
務

試
験
区
分
：
図
書

試
験
区
分
：
事
務

試
験
区
分
：
事
務

国
際
交
流

各
種
法
令
や
各
機
関
の
規
程
等
に
基
づ

き
、大
学
等
の
財
務
に
関
す
る
業
務
を
行

い
ま
す
。

財 

務

臨
床
教
育
、医
学
研
究
お
よ
び
先
端
医
療

を
担
っ
て
い
る
大
学
病
院
に
お
い
て
、医
療

の
現
場
が
ス
ム
ー
ズ
に
業
務
を
進
め
ら
れ
る

よ
う
に
事
務
的
な
面
で
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

病
院
事
務

附
属
図
書
館
に
お
い
て
、利
用
者
に
対
し
て

様
々
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。近
年
の

図
書
館
業
務
と
し
て
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
介
し
た
学
術
情
報
の
提
供
と

い
う
側
面
が
強
く
な
っ
て
い
ま
す
。

図 

書

大
学
等
の
研
究
施
設
に
お
い
て
、そ
れ
ぞ
れ

の
専
門
知
識
を
活
か
し
、技
術
面
か
ら
教

育
・
研
究
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。多
種
多
様

な
研
究
活
動
に
応
じ
て
、業
務
は
専
門
的

か
つ
多
彩
な
も
の
と
な
り
ま
す
。

教
育
・
研
究

支
援
系
技
術

業務内容

事務系事務系

事務系事務系

事務系事務系事務系

●
施
設
の
整
備
企
画
、調
査

●
施
設
等
の
工
事
計
画
、設
計
、積
算
、施
工
監

理
お
よ
び
検
査

●
建
物
、電
気
、水
道
、ガ
ス
設
備
お
よ
び
外
構

等
の
維
持
管
理

●
施
設
の
安
全
対
策
・
安
全
教
育
・
環
境
保
全
・

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

な
ど

試
験
区
分
：
電
気
、機
械
、土
木
、建
築

大
学
等
の
あ
ら
ゆ
る
施
設
に
つ
い
て
、キ
ャ

ン
パ
ス
全
体
に
渡
る
計
画
か
ら
、個
々
の
建

物
の
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
、施
工
監
理
、維
持
保

全
ま
で
と
建
設
プ
ロ
セ
ス
の
全
て
を
マ
ネ
ー

ジ
メ
ン
ト
し
ま
す
。

施
設
系
技
術

技術系

技術系

事務系

大学職員・高専職員の

業
務
内
容

研
修
制
度

ア
ン
ケ
ー
ト

特
　
集

機
関
紹
介

組
織
概
要

採
用
試
験
に
つ
い
て

先
輩
職
員
の
声

（
事
務
系
）

先
輩
職
員
の
声

（
技
術
系
）

M
y 

C
a
r
e
e
r

（
事
務
系
）

M
y 

C
a
r
e
e
r

（
技
術
系
）

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス

勤
務
条
件
・

福
利
厚
生  

P5P6P11

P13

P14

P12

P7P8

P9P10



先輩職員の声

先
輩
た
ち
の

リ
ア
ル
な
声
か
ら
、

み
な
さ
ん
の
携
わ
る

業
務
を
紹
介
し
ま
す
。

Re
al Voice

総　務

遠藤 圭菜 Endo Kana
令和2年11月採用

仙台高等専門学校
総務課　広報係　

※組織名称等についてはインタビュー時点のものです。

0506

メ
ー
ル
チェッ
ク

必
要
な
も
の
が
あ
れ
ば

対
応
し
ま
す
。

朝
刊
・
We
b
の
確
認

本
校
に
関
す
る
記
事
を

確
認
。月
初
に
は
前
月

の
H
P
ア
ク
セ
ス
数
な

ど
を
確
認
し
ま
す
。

H
P
更
新
対
応

更
新
依
頼
を
受
け
、内

容
に
間
違
い
が
な
い
か

可
能
な
範
囲
で
確
認

し
、公
開
し
ま
す
。

昼
休
憩

会
議
室
の
設
営

オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
も
多

く
、資
料
の
他
に
モ
ニ

タ
ー
や
P
C
、会
議
シ
ス

テ
ム
の
準
備
を
し
ま
す
。

打
合
せ

来
年
度
広
報
物
の
制

作
に
向
け
、広
報
一
丸
と

な
り
、半
年
以
上
か
け

て
制
作
し
ま
す
。

議
事
録
作
成

会
議
後
に
、重
要
な
こ

と
を
書
き
忘
れ
な
い
よ

う
留
意
し
て
議
事
録
を

作
成
し
ま
す
。

退
勤
後

有
志
職
員
で
活
動
す
る

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
に
参
加
。

友
人
と
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー

ム
を
す
る
こ
と
も
。

メ
ー
ル
、予
定
確
認

メ
ー
ル
の
確
認
、予
定
の

確
認
を
し
つ
つ
、契
約

等
手
続
き
案
件
の
進
行

状
況
を
確
認
し
ま
す
。

連
絡
対
応

契
約
手
続
き
中
の
企

業
へ
の
連
絡
、書
類
の

作
成
・
送
付
、教
員
か
ら

の
メ
ー
ル
お
よ
び
電
話

対
応
。

昼
休
憩

大
学
生
協
の
コ
ン
ビ
ニ

で
お
弁
当
を
買
い
ま
す
。

会
議

教
員
や
企
業
と
の
研
究

契
約
等
に
向
け
て
の
打

ち
合
わ
せ
。Z
o
o
m
等

の
オ
ン
ラ
イ
ン
の
場
合

も
あ
り
ま
す
。

連
絡
対
応
、

打
ち
合
わ
せ

メ
ー
ル
、電
話
対
応
、書

類
の
作
成
を
行
い
つ
つ
、

必
要
に
応
じ
て
教
員
や

企
業
の
方
と
対
面
で
話

を
詰
め
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

退
勤
後

時
間
を
し
っ
か
り
確
保

で
き
る
の
で
、ス
ー
パ
ー

へ
買
い
物
に
行
っ
た
り
、

趣
味
に
没
頭
し
た
り
し

て
い
ま
す
。

Re
al Voice

研究協力

菅 洸 Suga Hikaru
令和4年4月採用

山形大学 鶴岡キャンパス事務部
総務課　研究・社会共創室

8:30～9:00～12:15～13:00～17:15～ 午後

業
務
内
容

研
修
制
度

ア
ン
ケ
ー
ト

特
　
集

機
関
紹
介

組
織
概
要

採
用
試
験
に
つ
い
て

先
輩
職
員
の
声

（
事
務
系
）

先
輩
職
員
の
声

（
技
術
系
）

M
y 

C
a
r
e
e
r

（
事
務
系
）

M
y 

C
a
r
e
e
r

（
技
術
系
）

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス

勤
務
条
件
・

福
利
厚
生  

「
魅
力
」を
探
し
積
み
重
ね
た
ス
キ
ル
が

自
ら
の「
魅
力
」と
な
る
仕
事

国
立
大
学
法
人
等
職
員
を

志
望
し
た
理
由
は
？

　
大
学
生
の
時
、夢
で
あ
る
教

師
と
い
う
仕
事
と
、自
ら
の
望

む
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
と
の

間
に
溝
が
あ
る
こ
と
に
気
付
き

ま
し
た
。し
か
し
、教
育
現
場
で

働
き
た
い
思
い
が
あ
り
、学
校
事

務
に
な
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

中
で
も
大
学
法
人
は
学
校
運
営

だ
け
で
な
く
、将
来
を
担
う
学

生
や
研
究
を
支
え
る
こ
と
の
で

き
る
仕
事
で
あ
る
こ
と
に
や
り

が
い
を
感
じ
、志
望
し
ま
し
た
。

現
在
の
業
務
内
容
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い

　
仙
台
高
専
に
係
る
広
報
物

（
キ
ャ
ン
パ
ス
ガ
イ
ド
や
学
校
概

要
）の
制
作
や
、プ
レ
ス
リ
リ
ー

ス
、H
P
更
新
等
を
し
て
い
ま

す
。取
材
依
頼
を
頂
い
た
際
に

は
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
調
整
や
取
材

の
ア
テ
ン
ド
を
し
た
り
、学
内
の

イ
ベ
ン
ト
等
で
は
カ
メ
ラ
マ
ン
と

な
り
、写
真
撮
影
を
行
っ
た
り

し
ま
す
。仙
台
高
専
の
魅
力
を

十
二
分
に
伝
え
ら
れ
る
よ
う
、

日
々
試
行
錯
誤
し
て
い
ま
す
。

仕
事
を
し
て
い
て
楽
し
い
！

う
れ
し
い
！
と
思
う
瞬
間
は
？

　
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
高
専
祭
な

ど
の
学
校
イ
ベ
ン
ト
を
撮
影
す

る
際
に
、学
生
の
す
ぐ
側
で
写

真
を
撮
影
す
る
と
、こ
ち
ら
も

楽
し
く
な
り
ま
す
。学
生
の
明

る
い
表
情
や
、広
報
物
に
適
し

た
写
真
が
撮
影
で
き
た
際
に
は

と
て
も
嬉
し
く
、広
報
物
の
制

作
に
お
い
て
も
、み
ん
な
で
制
作

し
た
冊
子
が
印
刷
さ
れ
、実
際

に
手
に
す
る
時
に
は
、何
と
も

言
え
な
い
達
成
感
と
嬉
し
さ
を

感
じ
ま
す
。

職
場
の
雰
囲
気
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い

　
私
の
所
属
し
て
い
る
仙
台
高

専
広
瀬
キ
ャ
ン
パ
ス
の
総
務
課

は
、女
性
の
割
合
が
高
く
、明
る

く
楽
し
い
雰
囲
気
の
職
場
で
す
。

週
に
1
度
、他
の
課
を
含
め
た

有
志
職
員
で
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を

す
る
な
ど
、仕
事
以
外
に
も

色
々
な
所
で
交
流
が
あ
り
ま

す
。ま
た
、仙
台
高
専
は
他
大
学

と
の
人
事
交
流
も
あ
り
、高
専

職
員
だ
け
で
な
く
他
大
学
の

様
々
な
人
と
一
緒
に
仕
事
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

仕
事
な
ど
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

私
の
1
日

仕
事
な
ど
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

私
の
1
日

8:40～9:00～随時午後 12:00～15:00～16:30～17:10～

日
々
多
く
の
経
験
を
積
み
、

成
長
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
環
境国

立
大
学
法
人
等
職
員
を

志
望
し
た
理
由
は
？

　
志
望
し
た
き
っ
か
け
は
、学
生

時
代
に
授
業
や
就
職
活
動
の
こ

と
に
つ
い
て
、不
安
や
悩
み
を
感

じ
た
時
に
、大
学
職
員
の
方
に

親
身
に
な
っ
て
対
応
し
て
い
た

だ
き
、自
分
も
学
生
の
力
に
な

り
た
い
と
考
え
た
こ
と
で
す
。ま

た
、学
生
の
成
長
お
よ
び
大
学

の
発
展
は
地
域
・
社
会
の
発
展

に
も
繋
が
る
と
思
い
、大
学
の
発

展
に
貢
献
し
た
い
と
い
う
思
い

も
志
望
し
た
理
由
で
す
。

現
在
の
業
務
内
容
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い

　
現
在
の
主
な
業
務
内
容
は
、

教
員
が
研
究
を
行
う
た
め
の
資

金
獲
得
に
お
け
る
事
務
的
な
手

続
き
や
、自
治
体
や
企
業
と
研

究
を
行
う
際
の
契
約
手
続
き
な

ど
を
し
て
い
ま
す
。学
生
と
の
関

わ
り
は
少
な
く
、教
員
や
企
業

の
方
と
の
関
わ
り
が
多
い
業
務

で
す
。詳
細
と
し
て
は
、書
類
の

作
成
や
教
員
・
企
業
等
と
の
打

ち
合
わ
せ
、イ
ベ
ン
ト
の
運
営
に

携
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

仕
事
を
し
て
い
て
楽
し
い
！

う
れ
し
い
！
と
思
う
瞬
間
は
？

　
担
当
し
て
い
る
契
約
業
務
で

手
続
き
が
完
了
し
た
と
き
や
、

担
当
の
打
ち
合
わ
せ
や
イ
ベ
ン

ト
を
無
事
に
終
わ
ら
せ
る
こ
と

が
で
き
た
と
き
に
達
成
感
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。専
門
的

で
複
雑
な
内
容
の
業
務
も
あ

り
、調
査
に
時
間
を
要
し
た
り
、

何
度
も
話
し
合
い
を
重
ね
る
場

合
も
あ
り
ま
す
が
、そ
の
度
に
知

識
の
蓄
積
や
経
験
に
繋
が
っ
て

い
る
と
実
感
で
き
る
の
で
、充
実

感
も
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

働
く
前
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
や

働
く
中
で
気
づ
い
た
こ
と

　
働
く
前
は
、大
学
で
働
く
と

い
う
こ
と
は
学
生
と
関
わ
る
こ

と
が
主
な
業
務
だ
と
思
っ
て
い

ま
し
た
が
、働
き
始
め
て
感
じ
る

の
は
、現
在
の
業
務
の
よ
う
に
、

学
生
と
関
わ
る
こ
と
は
少
な

く
、教
員
や
外
部
の
方
々
と
関

わ
る
機
会
が
多
い
業
務
な
ど
、

学
生
時
代
に
は
見
え
な
か
っ
た

業
務
が
多
く
あ
る
と
い
う
こ
と

で
す
。様
々
な
業
務
に
携
わ
れ
る

の
で
、学
び
や
成
長
に
繋
が
っ
て

い
ま
す
。

国立大学法人は、幅広い
業務を経験し、学校を支
えるたくさんの人に出会
える仕事です。皆さんと
一緒に働ける日を楽しみ
にしています！

Message

国立大学法人等職員は
様々な業務があり、学生
だけでなく、その他多くの
方 と々関わります。日々経
験を積み、成長を感じら
れます。皆さんと働ける日
を楽しみにしています！

Message



さ
ま
ざ
ま
な
経
験 • 

人
と
出
会
え
る
職
場

Re
al Voice

国際交流

中村 匡寿 Nakamura Masatoshi
令和4年4月採用

岩手大学
学務部　国際課　国際連携・教育グループ

※組織名称等についてはインタビュー時点のものです。

0708

メ
ー
ル
チェッ
ク

前
日
の
終
業
以
降
に
届

い
た
メ
ー
ル
を
確
認
し
、

そ
の
後
の
対
応
に
つ
い

て
検
討
、準
備
し
ま
す
。

課
内
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

1
週
間
の
予
定
の
確
認

等
を
課
内
で
行
い
ま
す
。

奨
学
金
関
連
業
務
　

奨
学
金
申
請
者
選
考

資
料
の
作
成
な
ど
奨
学

金
の
被
推
薦
者
選
考

関
連
業
務
、留
学
生
対

応
な
ど
窓
口
業
務

昼
休
憩

各
種
業
務

奨
学
金
の
被
推
薦
者

選
考（
決
裁
作
成
）、窓

口
業
務
、留
学
生
宿
舎

関
係
業
務

業
務
確
認

メ
ー
ル
チ
ェ
ッ
ク
、翌
日

以
降
の
業
務
の
確
認
、

書
類
整
理
な
ど

退
勤

伝
票
の
作
成

該
当
の
予
算
で
支
出

可
能
な
物
品
か
、不
足

書
類
が
な
い
か
等
を
確

認
し
つ
つ
作
業
を
進
め

ま
す
。

契
約
準
備

必
要
な
書
類
を
部
局
へ

依
頼
し
た
り
、業
者
の

方
と
打
ち
合
わ
せ
を
し

た
り
し
て
内
容
を
詰
め

て
い
き
ま
す
。

昼
休
憩

午
後
の
業
務
に
向
け
て

気
持
ち
を
切
り
替
え
ま

す
。

光
熱
水
費
関
係

各
部
局
の
予
算
か
ら
使

用
分
を
差
し
引
い
た

り
、大
学
に
入
っ
て
い
る

業
者
へ
請
求
書
を
作
成

し
た
り
し
ま
す
。

進
捗
状
況
の
確
認

や
り
残
し
た
業
務
や
翌

日
の
業
務
の
確
認
・
準

備
を
し
た
り
し
ま
す
。

退
勤

大
学
の
日
常
も
個
性
も
特
色
も
支
え
る

Re
al Voice

財　務

帷子 優璃 Katabira Yuri
令和2年4月採用

秋田大学
経理･調達課　調達担当

国
立
大
学
法
人
等
職
員
を

志
望
し
た
理
由
は
？

　
学
生
時
代
、履
修
関
係
で
学

務
に
と
て
も
お
世
話
に
な
っ
た

こ
と
が
あ
り
、大
学
職
員
と
い

う
職
業
に
興
味
を
持
ち
ま
し

た
。今
度
は
学
生
生
活
を
支
え

る
側
と
し
て
働
き
た
い
と
公
務

員
の
勉
強
を
し
て
い
る
時
に
考

え
る
よ
う
に
な
り
、大
学
事
務

を
志
望
し
ま
し
た
。

現
在
の
業
務
内
容
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い

　
現
在
の
業
務
は
、私
費
留
学

生
の
奨
学
金
の
募
集
•
申
請
、

留
学
生
用
宿
舎
の
管
理
な
ど
を

お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、時
期
に
よ
っ
て
は
、留

学
生
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
う

チ
ュ
ー
タ
ー
の
手
配
や
私
費
留

学
生
の
ビ
ザ
申
請
に
関
わ
る
書

類
の
申
請
、フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

で
留
学
生
を
ス
キ
ー
に
連
れ
て

行
っ
た
り
も
し
ま
す
。

仕
事
を
し
て
い
て
楽
し
い
！

う
れ
し
い
！
と
思
う
瞬
間
は
？

　
留
学
生
の
不
安
を
解
消
し

て
あ
げ
ら
れ
た
時
で
す
。特
に

学
期
の
初
め
な
ど
で
は
、来
日

し
た
ば
か
り
の
留
学
生
が
、慣

れ
な
い
環
境
で
授
業
や
日
常
生

活
の
手
続
き
等
に
つ
い
て
質
問

や
相
談
に
来
る
こ
と
が
多
々
あ

り
ま
す
。そ
の
よ
う
な
時
に
、留

学
生
の
不
安
な
気
持
ち
を
解

消
し
、不
慣
れ
な
が
ら
も
日
本

語
で「
あ
り
が
と
う
」と
言
っ
て

も
ら
え
た
時
は
と
て
も
嬉
し
い

で
す
。

働
く
前
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
や

働
く
中
で
気
づ
い
た
こ
と

　
大
学
職
員
と
し
て
働
く
前
に

は
、事
務
職
員
と
い
う
名
前
か

ら
特
定
の
部
署
の
方
と
デ
ス
ク

ワ
ー
ク
を
メ
イ
ン
で
仕
事
を
行

な
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、実
際
に
働
き
始
め

る
と
、様
々
な
学
部
・
課
の
職
員

や
先
生
方
、留
学
生
、ま
た
外
部

の
方
と
の
関
わ
り
が
か
な
り
あ

り
ま
す
。私
自
身
人
と
関
わ
る

の
が
好
き
な
の
で
、毎
日
い
ろ
い

ろ
な
人
と
関
わ
れ
る
環
境
で
仕

事
が
で
き
る
の
は
と
て
も
良
い

刺
激
に
な
っ
て
い
ま
す
。

国
立
大
学
法
人
等
職
員
を

志
望
し
た
理
由
は
？

　
仕
事
は
将
来
を
作
る
人
に
な

り
た
い
、医
療
系
の
業
務
を
や
り

た
い
、と
い
う
ざ
っ
く
り
し
た
点

で
考
え
始
め
ま
し
た
。そ
の
中

で
、こ
れ
か
ら
の
社
会
を
担
う
学

生
や
様
々
な
課
題
解
決
の
た
め

の
研
究
の
サ
ポ
ー
ト
が
で
き
る
、

色
々
な
種
類
の
業
務
の
経
験
が

で
き
て
自
分
の
視
野
も
広
げ
ら

れ
る
、大
学
に
よ
っ
て
は
医
療
系

の
業
務
に
携
わ
る
機
会
も
あ
る
、

と
と
て
も
魅
力
的
に
思
え
た
の

で
志
望
し
ま
し
た
。

現
在
の
業
務
内
容
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い

　
購
入
物
品
等
の
支
払
い
伝
票

の
作
成
、高
額
な
物
品
や
役
務
等

の
契
約
が
主
な
仕
事
で
す
。各
部

局
と
連
携
を
密
に
取
り
、規
則
に

基
づ
い
た
適
切
な
支
出
や
契
約

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
の
検
討
を
し
て

い
ま
す
。自
分
の
担
当
部
局
以
外

に
も
、大
学
全
体
に
関
わ
る
契
約

を
担
当
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
他
に
も
資
産
管
理
や
、

各
部
局
の
光
熱
水
費
の
差
引
き

な
ど
様
々
な
業
務
が
あ
り
ま
す
。

働
く
前
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
や

働
く
中
で
気
づ
い
た
こ
と

　
規
則
に
縛
ら
れ
た
堅
い
仕
事

の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
し
た
が
、

大
前
提
の
規
則
に
基
づ
き
つ
つ
、

そ
の
時
の
状
況
や
世
の
中
の
流

れ
に
よ
っ
て
細
か
い
部
分
の
判
断

基
準
が
日
々
変
化
し
て
い
く
、適

応
力
が
求
め
ら
れ
る
仕
事
だ
と

感
じ
ま
し
た
。以
前
と
同
様
、だ

け
が
正
し
い
の
で
は
な
く
、自
分

で
前
提
と
な
る
規
則
の
背
景
を

考
え
な
が
ら
目
の
前
の
事
象
に

対
応
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ

と
思
い
ま
す
。

職
場
の
雰
囲
気
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い

　
相
談
し
や
す
い
雰
囲
気
で
す
。

担
当
部
局
ご
と
に
特
色
が
あ
る

の
で
自
分
の
担
当
で
は
ま
れ
な

ケ
ー
ス
で
も
他
の
担
当
で
は
頻
繁

に
あ
る
ケ
ー
ス
で
す
ぐ
に
解
決
し

た
り
、そ
う
で
な
く
て
も
定
期
的

な
異
動
が
あ
り
、経
歴
が
様
々
な

人
が
い
る
の
で
知
識
や
考
え
方

が
多
様
で
一
緒
に
考
え
る
だ
け
で

勉
強
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。財
務

系
に
限
ら
ず
、自
分
の
視
野
を
広

げ
る
機
会
が
多
い
職
場
で
す
。

先輩職員の声

仕
事
な
ど
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

私
の
1
日

仕
事
な
ど
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

私
の
1
日

業
務
内
容

研
修
制
度

ア
ン
ケ
ー
ト

特
　
集

機
関
紹
介

組
織
概
要

採
用
試
験
に
つ
い
て

先
輩
職
員
の
声

（
事
務
系
）

先
輩
職
員
の
声

（
技
術
系
）

M
y 

C
a
r
e
e
r

（
事
務
系
）

M
y 

C
a
r
e
e
r

（
技
術
系
）

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス

勤
務
条
件
・

福
利
厚
生  

8:30～9:30～10:00～11:30～12:30～16:30～17:15～8:30～10:30～12:15～13:00～15:00～17:00～

大学職員は、様々な人と
の関わりや経験のできる
魅力的な仕事だと思いま
す。社会や地域を担う学
生を育てる大学という場
で、一緒に働ける日を楽
しみにしています。

Message

大学では将来を作ってい
く技術や学生を育むため
に幅広い仕事が行われ
ています。一緒に学びな
がら働ける日を楽しみに
しています。

Message



教
育
・
研
究
分
野
の
発
展
の

現
在
、未
来
を
陰
か
ら
支
え
る

Re
al Voice

教務・学生

吉田 佳唯知 Yoshida Kaichi
令和4年4月採用

宮城教育大学
教務課　学修支援係

先輩職員の声

※組織名称等についてはインタビュー時点のものです。

仕
事
な
ど
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

私
の
1
日

0910

出
勤

メ
ー
ル
や
授
業
用
貸
出

物
品
等
の
確
認
を
し

ま
す
。

窓
口
対
応

授
業
に
か
か
る
物
品
貸

出
や
機
器
の
調
整
。先

生
方
や
学
生
へ
の
窓
口

対
応
。

昼
休
憩　

自
然
豊
か
な
キ
ャ
ン
パ
ス

内
を
散
歩
。図
書
館
や

体
育
館
で
時
間
を
過
ご

す
日
も
あ
り
ま
す
。

委
員
会
参
加　

各
種
委
員
会
等
へ
の
同

席
。

退
勤

帰
宅
後
は
、映
画
を
観

て
過
ご
し
ま
す
。

刺
激
と
や
り
が
い
に
あ
ふ
れ
た

大
学
改
革
の
最
前
線

Re
al Voice

情報推進

栗田 康史 Kurita Yasufumi
平成27年4月採用

東北大学
情報部　デジタル変革推進課　業務推進係

国
立
大
学
法
人
等
職
員
を

志
望
し
た
理
由
は
？

　

教
育
分
野
へ
の
優
れ
た
人
材

の
輩
出
、教
育
に
関
す
る
研
究

成
果
の
実
践
を
身
近
に
感
じ
な

が
ら
仕
事
を
し
た
か
っ
た
の
が

理
由
で
す
。

 

実
は
、自
分
の
仕
事
が
直
接
的

に
教
育
に
関
わ
る
機
会
は
ほ
ぼ

無
い
で
す
。し
か
し
、自
分
の「
誰

か
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
仕
事
」が
、

将
来
の
教
育
を
発
展
さ
せ
る

「
誰
か
」に
巡
り
巡
っ
て
繋
が
る

と
い
う
こ
と
、そ
れ
が
仕
事
に
取

り
組
む
中
で
の
大
き
な
原
動
力

と
な
り
ま
し
た
。

現
在
の
業
務
内
容
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い

　

本
学
の
学
生
の
入
学
か
ら
卒

業
ま
で
に
か
か
る
学
修
面
を
支

え
る
業
務
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

学
修
に
関
係
す
る
業
務
と
い
う

こ
と
で
、事
務
仕
事
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、教
室
の
授
業
用
設
備
の

確
認
・
調
整
も
担
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
大
学
で
の
授
業
・

学
修
活
動
が
ス
ム
ー
ズ
に
実
施

さ
れ
る
よ
う
日
々
業
務
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

仕
事
を
し
て
い
て
楽
し
い
！

う
れ
し
い
！
と
思
う
瞬
間
は
？

　

学
生
の
相
談
に
対
し
、そ
の

ニ
ー
ズ
を
汲
み
、疑
問
や
悩
み
を

解
消
し
、納
得
し
て
も
ら
え
た
時

が
嬉
し
い
瞬
間
で
す
。自
身
の
学

び
や
将
来
像
を
考
え
、悩
む
学

生
の
声
に
耳
を
傾
け
、安
心
を
さ

せ
て
あ
げ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
を

経
験
で
き
る
の
は
国
立
大
学
職

員
な
ら
で
は
、だ
と
思
い
ま
す
。

　

学
生
た
ち
の
思
い
に
応
え
ら

れ
る
職
員
と
な
れ
る
よ
う
、こ
れ

か
ら
も
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

職
場
の
雰
囲
気
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い

　

本
学
は
単
科
大
学
の
た
め
、

大
学
の
規
模
は
か
な
り
コ
ン
パ
ク

ト
で
す
。そ
の
た
め
、職
員
間
で

協
力
的
に
仕
事
を
進
め
て
い
く

雰
囲
気
が
出
来
て
い
ま
す
。業
務

や
課
題
に
対
し
て
解
決
を
目
指

し
、積
極
的
に
動
き
出
す
人
が

多
く
、非
常
に
心
強
い
で
す
。

　

ま
た
、ス
ポ
ー
ツ
や
個
人
的
な

研
究
等
の
自
身
の
趣
味
に
力
を

入
れ
て
取
り
組
ん
で
い
る
方
も

た
く
さ
ん
お
り
、エ
ネ
ル
ギ
ー
に

満
ち
溢
れ
て
い
ま
す
。

国
立
大
学
法
人
等
職
員
を

志
望
し
た
理
由
は
？

　

自
身
が
大
学
で
学
ん
で
き
た

心
理
学
の
考
え
方
を
業
務
に
生

か
せ
る
と
考
え
た
か
ら
で
す
。大

学
職
員
は
教
職
員
や
学
生
、企

業
や
地
域
の
方
々
な
ど
様
々
な

人
々
と
関
わ
り
ま
す
。そ
の
よ
う

な
時
、相
手
の
ニ
ー
ズ
を
正
確
に

見
定
め
、人
と
人
、人
と
情
報
を

結
び
つ
け
る
橋
渡
し
も
大
学
職

員
の
重
要
な
役
割
の
１
つ
で
あ

り
、自
身
の
調
整
力
や
相
手
に

寄
り
添
う
姿
勢
を
役
立
て
る
こ

と
が
で
き
る
と
考
え
ま
し
た
。

現
在
の
業
務
内
容
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い

　

職
員
が
利
用
す
る
仮
想
デ
ス

ク
ト
ッ
プ
環
境
を
管
理
し
、利
用

者
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
対
応
や

シ
ス
テ
ム
提
供
業
者
と
の
連
絡

調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

2
0
2
0
年
度
に
学
内
で
立
ち

上
げ
ら
れ
た
業
務
の
D
X
推
進

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
チ
ー
ム
の
メ
ン

バ
ー
と
と
も
に
業
務
改
革
を
進

め
て
お
り
、I
C
Ｔ
ツ
ー
ル
の
導

入
検
討
や
調
達
、運
用
支
援
も

行
っ
て
い
ま
す
。

働
く
前
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
や

働
く
中
で
気
づ
い
た
こ
と

　

業
務
が
多
種
多
様
に
渡
る
と

い
う
こ
と
が
一
番
の
驚
き
で
し

た
。学
生
の
時
は
窓
口
対
応
を

し
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
が
大
き
か
っ

た
大
学
職
員
で
す
が
、研
究
に

使
用
す
る
物
品
の
調
達
や
旅
費

計
算
、人
事
、広
報
な
ど
業
務

は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。各
業

務
の
研
修
も
充
実
し
て
い
ま
す

の
で
、入
職
後
も
自
身
の
適
性

に
合
わ
せ
て
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
や

キ
ャ
リ
ア
形
成
が
で
き
る
と
思

い
ま
す
。

職
場
の
雰
囲
気
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い

　

デ
ジ
タ
ル
変
革
推
進
課
は
、

大
学
職
員
が
利
用
す
る
業
務
環

境
の
基
盤
を
管
理
す
る
部
署
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、技
術
職
経

験
者
や
教
員
の
方
々
と
と
も
に

業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、親
し

み
や
す
い
方
々
ば
か
り
で
活
気

に
満
ち
て
い
ま
す
。皆
さ
ん
仕
事

に
は
い
つ
で
も
全
力
投
球
で
す

が
、休
憩
時
間
な
ど
は
趣
味
の

話
題
で
盛
り
上
が
っ
た
り
笑
顔

の
絶
え
な
い
職
場
で
す
！

8:30～10:00～14:00～ 12:00～17:15～仕
事
な
ど
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

私
の
1
日

メ
ー
ル
確
認

利
用
者
や
業
者
か
ら
の

メ
ー
ル
や
電
子
決
裁
に

つ
い
て
細
か
く
確
認
し

ま
す
。

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
１

教
務
事
務
D
X
チ
ー
ム

で
、教
務
事
務
の
効
率

化
を
目
指
し
、メ
ン
バ
ー

同
士
で
意
見
交
換
や
タ

ス
ク
の
進
捗
状
況
を
報

告
し
ま
す
。

昼
休
憩

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
２

仮
想
デ
ス
ク
ト
ッ
プ

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
業
者

と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
。シ
ス
テ
ム
の

稼
働
状
況
に
つ
い
て
確

認
し
、解
決
す
べ
き
課

題
が
あ
れ
ば
対
応
方
針

を
検
討
。

資
料
作
成

M
i
c
r
o
s
o
f
t 

T
e
a
m
s
を
使
用
し
、

導
入
を
検
討
し
て
い
る

新
し
い
シ
ス
テ
ム
の
調

達
に
必
要
な
資
料
を

同
僚
と
共
同
で
編
集
し

て
作
成
。

退
勤

8:30～10:00～12:00～13:00～15:00～17:15～

業
務
内
容

研
修
制
度

ア
ン
ケ
ー
ト

特
　
集

機
関
紹
介

組
織
概
要

採
用
試
験
に
つ
い
て

先
輩
職
員
の
声

（
事
務
系
）

先
輩
職
員
の
声

（
技
術
系
）

M
y 

C
a
r
e
e
r

（
事
務
系
）

M
y 

C
a
r
e
e
r

（
技
術
系
）

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス

勤
務
条
件
・

福
利
厚
生  

大学には、高い志や豊富
なスキルを持った職員が
多く在籍しています。様々
な職務内容があり、幅広
い教育・研究分野に携わ
れます。私たちと国立大学
等で一緒に働きませんか。

Message

国立大学法人を取り巻く
環境は刻 と々変化してお
り、大学職員の意識にも
変化が求めらる時代で
す。既成概念にとらわれ
ない柔軟な姿勢で大学を
よりよくしていきましょう！

Message



仕
事
な
ど
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

私
の
1
日

仕
事
な
ど
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

私
の
1
日

未
知
と
の
遭
遇
で
自
分
の
成
長
を

日
々
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
場
所

Re
al Voice

病院事務

矢作 美晴 Yahagi Miharu
令和2年10月採用

山形大学
飯田キャンパス事務部　医事課　高度先進医療担当

※組織名称等についてはインタビュー時点のものです。

1112

メ
ー
ル
確
認

先
生
か
ら
の
照
会
な
ど

が
あ
れ
ば
都
度
詳
細
を

確
認
し
、回
答
し
ま
す
。

会
議
資
料
準
備
　

当
日
午
後
に
開
催
す
る

会
議
資
料
に
つ
い
て
抜

か
り
な
く
準
備
し
ま
す
。

昼
休
憩
　

弁
当
の
ほ
か
、病
院
内

の
コ
ン
ビ
ニ
、カ
フ
ェ
や
レ

ス
ト
ラ
ン
を
利
用
す
る

こ
と
も
。

会
議
会
場
設
営

会
議
の
会
場
設
営
。開

催
時
刻
が
近
づ
い
た
ら

委
員
の
出
欠
確
認
を
し

ま
す
。

会
議
参
加

会
議
後
、議
事
要
旨
作

成
の
ほ
か
、検
討
課
題
へ

の
対
応
や
部
署
へ
の
照

会
、院
内
へ
の
通
知
な

ど
を
行
い
ま
す
。

退
勤

開
館
準
備

館
内
清
掃
な
ど
の
後
、

係
の
職
員
同
士
で
情

報
共
有
し
ま
す
。

I
L
L
業
務
※

図
書
や
コ
ピ
ー
の
取
寄

せ
申
込
へ
の
対
応
。

昼
休
憩

曜
日
に
よ
っ
て
は
カ
ウ

ン
タ
ー
の
昼
当
番
に
入

り
ま
す
。

カ
ウ
ン
タ
ー
業
務
等

調
べ
も
の
や
問
合
せ
対

応
な
ど
の
業
務
。カ
ウ

ン
タ
ー
に
も
１
時
間
ほ

ど
入
り
ま
す
。

退
勤

17
時
閉
館
の
日
は
、閉

館
作
業
も
し
ま
す
。帰

宅
後
は
読
書
や
音
楽
を

楽
し
み
ま
す
。

※ILL業務について　ILL＝Interlibrary Loanの略称で「図書館間相互協力」のこと。

人
と
情
報
を
む
す
ぶ
拠
点
で
、

学
習
・
研
究
・
教
育
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

人
と
情
報
を
む
す
ぶ
拠
点
で
、

学
習
・
研
究
・
教
育
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

Re
al Voice

図　書

鈴木 舞香 Suzuki Maika
平成31年4月採用

福島大学
学術情報課　情報サービス係

国
立
大
学
法
人
等
職
員
を

志
望
し
た
理
由
は
？

　
元
々
、地
元
の
成
長
に
貢
献
し

た
い
と
い
う
思
い
を
持
ち
民
間
企

業
で
勤
務
し
て
い
ま
し
た
が
、大

学
は
そ
の
成
長
の
た
め
に
必
要

と
な
る
、今
後
を
担
っ
て
い
く
若

者
を
育
て
る
使
命
を
も
つ
教
育

機
関
で
あ
る
こ
と
か
ら
、よ
り
自

分
の
考
え
に
合
っ
て
い
る
と
考
え

志
望
し
ま
し
た
。大
学
職
員
に
は

定
期
的
な
異
動
が
あ
る
た
め
、配

属
先
次
第
で
多
様
な
業
務
を
担

当
で
き
る
と
こ
ろ
も
魅
力
で
す
。

現
在
の
業
務
内
容
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い

　
病
院
事
務
と
言
え
ば
患
者
対

応
を
想
像
し
や
す
い
か
と
思
い
ま

す
が
、私
が
担
当
し
て
い
る
業
務

は
主
に
病
院
内
に
設
置
さ
れ
て

い
る
委
員
会
の
事
務
で
、委
員
へ

の
開
催
通
知
の
送
付
や
会
議
資

料
作
成
、当
日
の
出
欠
を
確
認

す
る
な
ど
、患
者
さ
ん
や
学
生
と

の
直
接
の
や
り
取
り
は
あ
り
ま

せ
ん
。縁
の
下
の
力
持
ち
と
し

て
、医
師
を
は
じ
め
と
し
た
医
療

者
の
皆
さ
ん
や
事
務
職
員
同
士

の
連
携
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

仕
事
を
し
て
い
て
楽
し
い
！

う
れ
し
い
！
と
思
う
瞬
間
は
？

　
目
に
見
え
る
成
果
物
を
作
成

し
た
時
に
大
き
な
達
成
感
が
あ

り
ま
す
。各
省
庁
へ
の
報
告
物
や

ゲ
ノ
ム
医
療
の
広
報
物
作
成
な

ど
、様
々
な
も
の
を
作
成
す
る
機

会
が
あ
り
、院
内
へ
の
照
会
や
集

計
な
ど
多
く
の
作
業
が
求
め
ら

れ
ま
す
。医
療
は
誰
も
が
必
要
と

す
る
も
の
で
す
し
、将
来
の
自
分

の
た
め
に
な
る
よ
う
な
知
識
を

得
ら
れ
る
の
で
、非
常
に
大
変
な

作
業
な
が
ら
も
楽
し
さ
を
感
じ

て
い
ま
す
。

職
場
の
雰
囲
気
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い

　
医
事
課
の
職
場
は
病
院
内
に

あ
り
、病
院
職
員
と
し
て
の
性
質

が
強
い
部
署
な
の
で
、医
師
や
看

護
師
な
ど
の
病
院
職
員
と
連
絡

を
取
り
合
う
こ
と
が
多
い
で
す
。

必
要
時
に
は
診
療
報
酬
算
定
の

た
め
の
条
件
を
調
べ
た
り
も
し
て

い
ま
す
。メ
リ
ハ
リ
は
必
要
で
す

が
、病
院
職
員
に
は
気
さ
く
な
方

も
多
く
、困
っ
た
時
に
は
ア
ド
バ

イ
ス
を
い
た
だ
く
な
ど
し
て
毎
日

前
向
き
に
働
い
て
い
ま
す
。

国
立
大
学
法
人
等
職
員
を

志
望
し
た
理
由
は
？

　
昔
か
ら
、い
つ
か
自
分
も
図
書

館
を
担
う
一
員
に
な
り
た
い
と

い
う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。図
書

館
と
い
っ
て
も
い
ろ
い
ろ
な
種
類

が
あ
り
ま
す
が
、な
か
で
も
大

学
附
属
図
書
館
で
は
、自
分
が

大
学
生
活
で
学
ん
で
き
た
こ
と

や
経
験
を
生
か
し
て
仕
事
に
貢

献
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

た
た
め
、国
立
大
学
法
人
等
職

員
を
志
望
し
ま
し
た
。

現
在
の
業
務
内
容
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い

　
貸
出
・
返
却
・
調
査
相
談（
レ

フ
ァ
レ
ン
ス
）と
い
っ
た
カ
ウ
ン

タ
ー
業
務
を
は
じ
め
、図
書
館

間
相
互
協
力（
国
内
外
の
図
書

館
同
士
で
行
う
、図
書
の
貸
し

借
り
や
コ
ピ
ー
提
供
の
相
互
協

力
サ
ー
ビ
ス
の
こ
と
。I
L
L
と

呼
び
ま
す
）を
主
に
担
当
し
て
い

ま
す
。そ
の
ほ
か
、新
入
生
ガ
イ

ダ
ン
ス
、図
書
館
に
置
く
図
書
の

選
定
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
、

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
の
配
信
な
ど
に

も
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

働
く
前
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
や

働
く
中
で
気
づ
い
た
こ
と

　
図
書
館
と
い
う
と
、紙
の
図

書
に
囲
ま
れ
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
が

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、情
報

の
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
み
、感
染
症

の
影
響
も
あ
る
中
で
、職
員
の

活
躍
の
場
は「
館
」の
中
だ
け
に

と
ど
ま
ら
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

大
学
を
取
り
巻
く
状
況
も
常
に

変
化
し
て
い
き
ま
す
の
で
、図
書

館
と
し
て
何
が
で
き
る
の
か
、大

学
や
地
域
の
こ
と
に
ア
ン
テ
ナ

を
高
く
張
っ
て
お
く
こ
と
が
大

事
か
と
思
い
ま
す
。

職
場
の
雰
囲
気
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い

　
女
性
が
多
く
活
躍
し
て
い
る

職
場
で
、和
気
あ
い
あ
い
と
し
た

雰
囲
気
で
す
。ま
た
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
な
ど
の
大
学
行
事
で

は
、学
内
の
他
課
室
の
職
員
の

方
と
も
交
流
で
き
ま
す
。さ
ら

に
、研
修
が
充
実
し
て
い
る
た

め
、他
大
学
図
書
館
の
方
と
交

流
で
き
る
機
会
も
あ
り
ま
す
。

自
分
の
担
当
以
外
の
お
話
を
聞

い
て
知
見
を
広
め
る
機
会
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

8:30～9:30～14:30～ 12:15～15:00～17:00～8:30～12:15～17:15～ 13:15～ 9:00～

先輩職員の声

業
務
内
容

研
修
制
度

ア
ン
ケ
ー
ト

特
　
集

機
関
紹
介

組
織
概
要

採
用
試
験
に
つ
い
て

先
輩
職
員
の
声

（
事
務
系
）

先
輩
職
員
の
声

（
技
術
系
）

M
y 

C
a
r
e
e
r

（
事
務
系
）

M
y 

C
a
r
e
e
r

（
技
術
系
）

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス

勤
務
条
件
・

福
利
厚
生  

仕事で疲れたなと思った
ら仕事仲間と一緒にご飯
へ行くのも手です。たくさ
んの職員と関わる必要が
あるからこそ、気持ちを共
有できる仲間とも出会う
ことができる職場です。

Message

大学での学習や研究を、
縁の下からサポートする
お仕事です。図書館が好
きな方、高等教育に関わ
りたい方、大歓迎です。
皆さんと一緒にお仕事で
きるのを楽しみにしてい
ます！

Message



成
果
を
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
仕
事

Re
al Voice

施設系技術

二ッ森 友輝 Futatsumori Yuuki
平成26年4月採用

弘前大学
施設環境部　施設環境企画課　企画グループ

※組織名称等についてはインタビュー時点のものです。

1314

業
務
内
容
の
確
認

担
当
授
業
の
有
無
や

メ
ー
ル
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て

一
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

把
握
し
ま
す
。

担
当
授
業
の
準
備
　

午
後
の
実
験
・
実
習
授

業
で
使
用
す
る
機
材
や

試
料
を
準
備
・
確
認
し

ま
す
。

昼
休
憩

他
分
野
の
技
術
職
員
と

食
事
や
世
間
話
を
し
た

り
、大
好
き
な
お
菓
子

や
フ
ル
ー
ツ
を
食
べ
て

気
分
転
換
し
ま
す
。

実
験
・
実
習
授
業

授
業
が
円
滑
に
進
む
よ

う
に
指
導
教
員
や
学
生

の
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

随
時
業
務

授
業
が
な
い
時
間
帯
は

学
生
や
教
員
に
依
頼
さ

れ
た
材
料
加
工
や
自

身
の
研
究
開
発
を
進
め

ま
す
。

退
勤

夫
婦
で
映
画
を
観
た
り

趣
味
の
登
山
の
た
め
に

ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
ジ
ム
に
行

く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ヒ
ト
と
モ
ノ
を
技
術
で
支
え
、

豊
か
な
創
造
性
で
未
来
を
育
む

Re
al Voice

教育・研究支援系技術

鈴木 摩耶 Suzuki Maya
平成28年4月採用

福島工業高等専門学校
モノづくり教育研究支援センター　広域系プラクティス

国
立
大
学
法
人
等
職
員
を

志
望
し
た
理
由
は
？

　
当
時
、既
に
施
設
系
技
術
職
員

と
し
て
働
い
て
い
た
先
輩
か
ら
業

務
内
容
な
ど
を
詳
し
く
聞
い
て
い

く
中
で
、業
務
内
容
の
幅
の
広
さ

に
魅
力
を
感
じ
ま
し
た
。ま
た
、

大
学
は
多
様
な
人
々
や
情
報
が

集
ま
る
環
境
で
あ
る
た
め
、多
く

の
出
会
い
の
中
で
自
分
の
知
識
や

技
術
を
磨
く
こ
と
が
で
き
る
と

思
い
、国
立
大
学
職
員
と
し
て
働

き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。転
職
前

（
民
間
企
業
）に
比
べ
て
、ワ
ー
ク

ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
制
度
が
整
っ

て
い
る
こ
と
も
魅
力
で
し
た
。

現
在
の
業
務
内
容
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い

　
現
在
は
主
に
施
設
整
備
の
総

括
及
び
連
絡
調
整
、施
設
整
備
に

係
る
概
算
要
求
に
関
す
る
業
務
、

学
内
小
修
繕
の
取
り
ま
と
め
、施

設
に
関
す
る
調
査
な
ど
を
行
っ
て

ま
す
。限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
、

教
育
・
研
究
・
医
療
の
場
と
し
て

安
全
安
心
な
施
設
を
提
供
で
き

る
よ
う
整
備
を
実
施
す
る
た
め
、

経
年
に
よ
る
劣
化
状
況
な
ど
を

踏
ま
え
た
中
長
期
的
な
施
設
整

備
の
計
画
作
成
も
行
っ
て
い
ま
す
。

仕
事
を
し
て
い
て
楽
し
い
！

う
れ
し
い
！
と
思
う
瞬
間
は
？

　
全
く
新
し
い
建
物
や
設
備
の

設
置
を
検
討
し
て
い
る
と
き
は
特

に
楽
し
い
と
感
じ
ま
す
。各
機
関

か
ら
頻
繁
に
調
査
依
頼
が
あ
り
、

最
初
は
淡
々
と
対
応
し
て
い
ま
し

た
が
、施
設
整
備
に
関
す
る
知
識

が
日
々
深
ま
っ
て
い
く
こ
と
で
、そ

れ
ら
の
調
査
の
意
図
が
理
解
で

き
る
よ
う
に
な
り
、自
分
の
成
長

を
感
じ
て
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

働
く
前
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
や

働
く
中
で
気
づ
い
た
こ
と

　
働
く
前
に
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た

業
務
内
容
は
、大
学
施
設
や
附

属
学
校
の
工
事
に
関
す
る
設
計
・

監
理
業
務
を
主
と
し
て
行
い
、そ

の
他
の
業
務
を
平
行
し
て
行
っ
て

い
く
も
の
で
し
た
。し
か
し
、現
在

所
属
し
て
い
る
企
画
担
当
の
よ

う
に
、工
事
の
予
算
確
保
や
施
設

に
関
す
る
調
査
、よ
り
良
い
大
学

環
境
に
向
け
た
整
備
方
針
や

キ
ャ
ン
パ
ス
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
検

討
な
ど
、主
に
工
事
以
外
の
業
務

を
行
う
配
属
先
が
あ
る
こ
と
が

ギ
ャ
ッ
プ
で
し
た
。

国
立
大
学
法
人
等
職
員
を

志
望
し
た
理
由
は
？

　
母
校
の
福
島
高
専
在
学
中

に
、実
際
に
技
術
職
員
の
方
々

が
実
験
・
実
習
授
業
を
支
援
す

る
姿
を
拝
見
し
、将
来「
技
術

職
員
」と
し
て
働
き
た
い
と
思

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。高
専

専
攻
科
を
修
了
し
、約
6
年
間

長
野
県
の
民
間
企
業
で
土
木
の

実
務
経
験
を
積
ん
だ
後
、地
元

福
島
に
戻
り
、社
会
経
験
や
専

門
技
術
も
活
か
し
つ
つ
、憧
れ
で

あ
っ
た
本
職
に
就
く
機
会
を
得

ま
し
た
。

現
在
の
業
務
内
容
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い

　
実
験
・
実
習
授
業
で
使
用
す

る
機
器
の
管
理
や
試
薬
等
の
準

備
を
主
軸
に
、学
生
・
教
職
員
問

わ
ず
技
術
的
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ

て
い
ま
す
。教
育
研
究
の
た
め
の

装
置
製
作
や
材
料
の
加
工
依
頼

な
ど
を
受
け
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。ま
た
、学
校
イ
ベ
ン
ト
で
あ

る
体
験
入
学
や
文
化
祭
、公
開

講
座
や
出
前
授
業
等
の
地
域
貢

献
活
動
に
関
す
る
技
術
相
談
・

準
備
支
援
な
ど
も
業
務
の
一
つ

で
す
。

仕
事
を
し
て
い
て
楽
し
い
！

う
れ
し
い
！
と
思
う
瞬
間
は
？

　
学
生
や
教
員
が
求
め
る
ニ
ー

ズ
を
的
確
に
捉
え
て
技
術
や
発

想
を
形
に
す
る
こ
と
で「
す
ご

い
！
」や「
あ
り
が
と
う
！
」な

ど
、技
術
に
対
し
て
驚
き
や
感
謝

の
言
葉
を
頂
い
た
時
が
最
も
や

り
が
い
を
感
じ
る
瞬
間
で
す
。モ

ノ
づ
く
り
の
楽
し
さ
や
専
門
技

術
の
魅
力
を
多
く
の
方
々
に
伝

え
な
が
ら
、多
方
面
か
ら
頼
ら
れ

る
存
在
と
な
る
こ
と
が
技
術
職

員
の
役
割
で
あ
り
醍
醐
味
で
す
。

働
く
前
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
や

働
く
中
で
気
づ
い
た
こ
と

　
教
員
と
同
様
に
、技
術
職
員

も
自
身
の
研
究
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。担
当
す
る

業
務
の
合
間
を
縫
っ
て
技
術
支

援
の
た
め
の
教
材
開
発
の
研
究

な
ど
を
進
め
て
い
ま
す
。ま
た
、

研
修
や
学
会
に
参
加
し
て
新
技

術
を
学
ん
だ
り
、他
の
高
専
や

大
学
と
研
究
に
関
す
る
意
見
交

換
を
行
う
な
ど
、新
た
な
発
想

や
発
見
を
求
め
て
自
己
研
鑽
に

励
め
る
環
境
が
あ
り
ま
す
。

仕
事
な
ど
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

私
の
1
日

仕
事
な
ど
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

私
の
1
日

8:30～

業
務
内
容
の
確
認

メ
ー
ル
を
確
認
し
、個
人

及
び
部
内
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
確
認
し
ま
す
。

修
繕
依
頼
の
対
応
　

学
内
か
ら
の
修
繕
依
頼

に
対
し
て
、対
応
方
法
の

検
討
や
、修
理
業
者
の

紹
介
な
ど
を
行
い
ま
す
。

部
内
回
覧
の
確
認

調
査
な
ど
の
対
応
　

学
内
外
か
ら
の
調
査
依

頼
に
回
答
す
る
た
め
の

資
料
な
ど
を
作
成
し
ま

す
。

昼
休
憩

修
繕
依
頼
・
調
査
対
応

午
前
か
ら
行
っ
て
い
る

修
繕
依
頼
の
対
応
や
調

査
対
応
を
行
い
ま
す
。

今
後
の
予
定
確
認

終
業
前
に
は
翌
日
や
今

後
の
業
務
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
確
認
し
ま
す
。

業
務
終
了

繁
忙
期
は
残
業
を
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

8:30～9:00～10:15～12:15～13:15～ 10:00～17:00～ 16:45～

先輩職員の声

業
務
内
容

研
修
制
度

ア
ン
ケ
ー
ト

特
　
集

機
関
紹
介

組
織
概
要

採
用
試
験
に
つ
い
て

先
輩
職
員
の
声

（
事
務
系
）

先
輩
職
員
の
声

（
技
術
系
）

M
y 

C
a
r
e
e
r

（
事
務
系
）

M
y 

C
a
r
e
e
r

（
技
術
系
）

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス

勤
務
条
件
・

福
利
厚
生  

17:00～ 16:00～ 13:00～ 10:00～12:00～

施設系技術職員の仕事
は企画、計画、監理、維持
保全業務など多岐にわ
たります。構内で仕事をし
ながら構内の整備を行う
ため、成果を身近に感じ
ることができます。

Message

学生を育てることで自分
自身のスキルも磨かれ、
共に成長できる職場で
す。教育機関での人材育
成の一端を担う技術職
員をぜひ目指してみませ
んか？

Message
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こ
れ
ま
で
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
と

現
在
の
業
務
内
容
に
つ
い
て

　

採
用
さ
れ
て
か
ら
、主
に
図
書
館
業

務
を
行
う
総
務
課
学
術
情
報
係
を
３
年

間
、そ
の
後
授
業
や
成
績
等
の
教
務
関

係
に
携
わ
る
学
生
課
教
務
係
を
３
年

間
、現
在
は
総
務
課
総
務
係
へ
異
動
し

て
２
年
目
と
な
り
ま
す
。総
務
課
総
務

係
の
業
務
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
ま

す
が
、主
に
入
学
式
・
卒
業
式
や
特
別
講

演
会
の
開
催
準
備
、教
員
や
技
術
職
員

が
申
請
す
る
科
学
研
究
費
助
成
事
業
に

係
る
業
務
、ま
た
、県
内
の
小
中
学
生
や

地
域
の
方
を
対
象
と
し
た
公
開
講
座
に

係
る
業
務
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
経
験
は
現
在
の
業
務
に

ど
う
繋
が
っ
て
い
ま
す
か
？

　

例
え
ば
入
学
式
・
卒
業
式
の
開
催
準

備
で
は
学
内
全
体
で
の
協
力
が
不
可
欠

で
す
が
、こ
れ
ま
で
経
験
し
て
き
た
ど
の

係
で
も
、係
を
超
え
て
協
力
す
る
業
務

が
多
く
あ
り
ま
し
た
。今
後
も
様
々
な

部
署
で
経
験
を
積
ん
で
業
務
内
容
を
把

握
す
る
と
と
も
に
、学
内
で
連
携
す
る
こ

と
を
特
に
意
識
し
て
、学
生
や
教
員
に

対
し
て
よ
り
よ
い
サ
ポ
ー
ト
が
で
き
る
よ

う
に
し
た
い
で
す
。

仕
事
を
す
る
上
で

心
が
け
て
い
る
こ
と
は
何
で
す
か
？

　
「
報
告
・
連
絡
・
相
談
」を
徹
底
す
る

こ
と
で
す
。特
に
総
務
の
仕
事
で
は
、外

部
か
ら
学
校
と
し
て
の
意
見
や
回
答
を

求
め
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
た
め
、必
ず
周

囲
に
相
談
し
て
か
ら
業
務
を
行
う
よ
う

に
し
て
お
り
ま
す
。ま
た
、係
内
へ
の
報

告
と
学
内
へ
の
連
絡
を
積
極
的
に
行
っ

て
、業
務
上
の
ミ
ス
を
減
ら
し
た
り
、効

率
化
で
き
る
方
法
を
探
し
た
り
す
る
よ

う
に
し
て
お
り
ま
す
。

個
人
の
業
務
内
容
が
幅
広
い
た
め
、

協
力
す
る
こ
と
が
と
て
も
大
切
で
す

伊藤 慧理子 Ito Eriko

秋田工業高等専門学校
総務課　総務係

花田 耕 Hanada Koh

弘前大学
社会連携部　社会連携課　課長補佐（兼）地域交流室長

こ
れ
ま
で
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
と

現
在
の
業
務
内
容
に
つ
い
て

　

採
用
は
保
健
学
科
の
学
務
、当
時
は
ま

だ
十
分
で
な
か
っ
た
医
療
系
学
生
の
就
職

支
援
に
注
力
し
ま
し
た
。そ
の
中
で
、「
何

を
す
る
に
し
て
も
お
金
が
絡
む
な
ぁ
〜
」と

感
じ
、大
学
の
お
金
の
流
れ
を
知
り
た
い

と
思
い
つ
き
、財
務
系
業
務
へ
の
配
属
を
志

望
し
ま
し
た
。そ
の
結
果
、附
属
病
院
で
予

算
業
務
を
約
5
年
、財
務
部
で
出
納
・
決

算
・
予
算
業
務
を
通
算
10
年
と
、長
き
に

わ
た
り
財
務
系
の
業
務
に
従
事
し
ま
し

た
。令
和
2
年
度
か
ら
は
、社
会
連
携
部
に

配
属
と
な
り
、地
域
連
携
・
地
域
貢
献
に

関
す
る
業
務
を
し
て
い
ま
す
。

仕
事
を
す
る
上
で

心
が
け
て
い
る
こ
と
は
何
で
す
か
？

　

多
角
的
な
視
点
で
判
断
す
る
こ
と
を

心
が
け
て
い
ま
す
。自
分
の
固
定
観
念
に

陥
る
こ
と
な
く
、周
り
の
意
見
を
よ
く
聞

い
て
判
断
す
る
こ
と
、学
外
の
方
か
ら
ど
う

見
え
る
か
を
意
識
し
て
い
ま
す
。キ
ャ
リ
ア

形
成
の
観
点
で
は
、目
の
前
の
仕
事
に
全

力
を
尽
く
す
こ
と
、そ
し
て
、自
分
が
や
り

た
い
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、自
分
に
足
り
な

い
知
識
・ス
キ
ル
は
何
な
の
か
を
踏
ま
え

て
、キ
ャ
リ
ア
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
く
よ
う
に
心

が
け
て
い
ま
す
。

国
立
大
学
法
人
等
で

働
く
魅
力
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　

国
立
大
学
法
人
は
教
育
・
研
究
・
医
療
・

社
会
貢
献
な
ど
多
様
な
役
割
を
担
っ
て
い

て
、知
・
人
の
資
源
が
集
積
し
た
一
大
拠
点

で
す
。学
内
の
学
生
・
教
員
の
み
な
ら
ず
、

自
治
体
・
企
業
・
地
域
住
民
な
ど
、様
々
な

方
々
と
協
働
で
い
ろ
ん
な
事
業
を
展
開
し

ま
す
。長
年
勤
務
し
て
い
ま
す
が
、「
知
」で

人
と
人
を
繋
ぐ
魅
力
あ
る
働
き
場
所
だ

と
感
じ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
国
立
大
学
法
人
等
の

運
営
を
担
っ
て
い
く
皆
さ
ん
へ

藤原 清高 Fujiwara Kiyotaka

岩手大学
学務部　学生支援課　キャリア支援グループ

こ
れ
ま
で
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
と

現
在
の
業
務
内
容
に
つ
い
て

　

入
試
課
と
人
事
課（
給
与
計
算
）で
の

業
務
の
他
、国
立
岩
手
山
青
少
年
交
流

の
家
に
４
年
弱
出
向
し
た
経
験
が
あ
り

ま
す
。今
は
学
生
支
援
課
キ
ャ
リ
ア
支
援

グ
ル
ー
プ
で
学
生
の
進
路
決
定
に
携
わ
る

貴
重
な
機
会
を
頂
い
て
い
ま
す
。国
立
大

学
法
人
等
で
は
、学
生
、教
員
、利
用
者

や
地
域
等
に
関
わ
る
業
務
に
加
え
、ど
の

会
社
で
も
必
要
な
バ
ッ
ク
オ
フ
ィ
ス
業
務

も
経
験
で
き
ま
す
。定
期
的
に
人
事
異
動

が
あ
り
、様
々
な
部
署
で
の
経
験
を
通
し

て
体
系
的
に
職
員
と
し
て
の
能
力
を
身

に
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
経
験
は
現
在
の
業
務
に

ど
う
繋
が
っ
て
い
ま
す
か
？

　

異
動
等
で
担
当
業
務
が
変
わ
る
と
一

か
ら
仕
事
を
覚
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

場
合
も
多
く
、現
在
の
業
務
も
、一
見
こ

れ
ま
で
担
当
し
て
き
た
業
務
と
あ
ま
り

繋
が
り
が
な
い
こ
と
の
方
が
多
く
見
え
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、他
部
署
で

培
っ
た
大
学
職
員
と
し
て
の
知
識
や
経

験
、教
職
員
と
の
人
脈
や
ア
ド
バ
イ
ス
等

は
、現
在
の
業
務
を
進
め
る
上
で
助
け
に

な
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

仕
事
を
す
る
上
で

心
が
け
て
い
る
こ
と
は
何
で
す
か
？

　

常
に
基
本
的
な
こ
と
を
忘
れ
ず
、大

切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、遅
刻
を
し
な
い
、誠
実
に
仕
事

を
こ
な
す
、み
ん
な
で
や
る
作
業
に
は
積

極
的
に
参
加
す
る
、報
告
・
連
絡
・
相
談

を
怠
ら
な
い
、や
る
べ
き
こ
と
は
後
回
し

に
せ
ず
に
勤
務
時
間
内
に
終
わ
ら
せ
る
、

残
業
は
し
な
い
等
で
す
。そ
れ
ら
が
ど
ん

な
仕
事
を
す
る
上
で
も
重
要
だ
と
考
え

る
か
ら
で
す
。

髙橋 花英 Takahashi Hanae

鶴岡工業高等専門学校
総務課財務係

こ
れ
ま
で
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
と

現
在
の
業
務
内
容
に
つ
い
て

　

採
用
後
、総
務
課
財
務
係
へ
配
属
と

な
り
、そ
の
後
学
生
課
教
務
係
へ
異
動
。

産
休
・
育
休
を
２
回
経
て
再
び
総
務
課

財
務
係
へ
異
動
と
な
り
ま
し
た
。現
在
は

月
次
の
決
算
を
メ
イ
ン
に
、伝
票
の

チ
ェ
ッ
ク
や
旅
費
計
算
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。学
生
課
で
の
業
務
に
比
べ
る
と
、

学
生
と
関
わ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
い
の

で
同
じ
学
校
に
い
な
が
ら
全
く
違
う
職

場
に
い
る
よ
う
な
感
覚
で
す
。そ
れ
で
も

廊
下
な
ど
で
す
れ
違
う
際
の
挨
拶
や
、学

校
行
事
な
ど
で
活
き
活
き
と
過
ご
す
学

生
達
か
ら
い
つ
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
ら
っ

て
い
ま
す
。

仕
事
を
す
る
上
で

心
が
け
て
い
る
こ
と
は
何
で
す
か
？

　
「
協
力
し
合
う
こ
と
」で
す
。教
務
係

で
も
財
務
係
で
も
、わ
か
ら
な
い
こ
と

や
、一
人
で
は
対
応
で
き
な
い
こ
と
な
ど
、

係
内
や
時
に
は
係
を
越
え
て
協
力
し
て

取
り
組
む
こ
と
も
あ
り
ま
す
。そ
の
経

験
は
現
在
の
業
務
の
中
で
も
活
き
て
い

る
と
感
じ
ま
す
。お
互
い
協
力
し
合
う
雰

囲
気
が
あ
り
、そ
れ
が
働
き
や
す
さ
に

繋
が
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

国
立
大
学
法
人
等
で
働
く

魅
力
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　

有
給
休
暇
や
、産
休
・
育
休
を
取
り
や

す
い
環
境
で
あ
る
と
い
う
点
が
と
て
も

魅
力
的
で
す
。私
自
身
も
２
回
の
産
休
・

育
休
を
経
験
し
て
お
り
ま
す
し
、子
供

の
体
調
不
良
で
、急
に
休
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
な
っ
た
り
す
る
場
面
が
あ
り

ま
す
が
、休
暇
制
度
も
整
っ
て
い
て
、上

司
や
同
僚
も
理
解
し
サ
ポ
ー
ト
し
て
く

れ
る
の
で
と
て
も
働
き
や
す
い
と
感
じ

ま
す
。

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
合
わ
せ
て
、

や
り
が
い
を
持
ち
働
く
こ
と
が
で
き
ま
す

係 員

理事
・
局長

主任
係 長
・

専門職員

課長補佐
・
専門員

課 長
・
事務長

部 長

ステップアップの例

採用後は、本人の努力、勤務成績等により、基
本的には、左記のとおり上位ポストに昇進して
いくことになります。（職名については、各国立
大学法人等により異なる場合があります。）

マイキャリア

※組織名称等についてはインタビュー時点のものです。

事務系

事務職員・図書職員

目
の
前
に
あ
る
仕
事
を
頑
張
っ
て

自
分
の
キ
ャ
リ
ア
ビ
ジョン
を
実
現
す
る

業
務
内
容

ア
ン
ケ
ー
ト

特
　
集

機
関
紹
介

組
織
概
要

採
用
試
験
に
つ
い
て

先
輩
職
員
の
声

（
事
務
系
）

先
輩
職
員
の
声

（
技
術
系
）

M
y 

C
a
r
e
e
r

（
事
務
系
）

M
y 

C
a
r
e
e
r

（
技
術
系
）

勤
務
条
件
・

福
利
厚
生  

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス

研
修
制
度

係員
平成27年4月採用

主任
平成26年4月採用

課長補佐
平成15年12月採用

係長
平成17年9月採用
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技術職員
技術専門
職員

技術
専門員

統括技術
専門員
・
技術長

※組織名称等についてはインタビュー時点のものです。

こ
れ
ま
で
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
と

現
在
の
業
務
内
容
に
つ
い
て

　

施
設
課
は
大
学
に
お
け
る
施
設
整
備

に
関
す
る
こ
と
を
主
に
担
当
し
て
い
る

部
署
で
す
。現
在
は
設
備
係
と
し
て
、建

物
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
消
防
設
備
の

定
期
点
検
等
の
設
備
保
全
監
理
業
務
、

老
朽
化
し
た
建
物
の
改
修
工
事
等
の
工

事
監
理
業
務
を
主
に
担
当
し
て
い
ま
す
。

工
事
を
実
施
し
た
建
物
が
多
く
の
人
に

利
用
さ
れ
る
こ
と
は
、と
て
も
や
り
が
い

を
感
じ
ま
す
。一
つ
一
つ
の
経
験
を
生
か

し
、ユ
ー
ザ
ー
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る

よ
う
な
大
学
施
設
整
備
へ
こ
れ
か
ら
も

関
わ
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

仕
事
を
す
る
上
で

心
が
け
て
い
る
こ
と
は
何
で
す
か
？

　

設
備
に
不
具
合
が
発
生
し
修
繕
方
法

を
検
討
す
る
と
き
は
、日
頃
聞
き
慣
れ

な
い
言
葉
も
多
く
あ
り
、専
門
的
な
知

識
が
必
要
と
さ
れ
、自
分
一
人
で
は
な
か

な
か
解
決
で
き
な
い
場
面
も
ま
だ
ま
だ

あ
り
ま
す
。自
分
だ
け
で
は
わ
か
ら
な
い

こ
と
が
あ
っ
た
際
は
、一
人
で
抱
え
込
む

こ
と
が
な
い
よ
う
に
、躊
躇
せ
ず
、周
り

の
先
輩
職
員
・
上
司
へ
質
問
・
相
談
す
る

よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。

国
立
大
学
法
人
等
で
働
く

魅
力
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　

学
内
の
建
物
は
、授
業
の
た
め
の
学

生
の
方
の
利
用
は
も
ち
ろ
ん
、資
格
試

験
会
場
な
ど
地
域
の
方
に
も
利
用
さ
れ

る
機
会
も
多
く
あ
り
ま
す
。多
く
の
人

が
利
用
す
る
大
学
施
設
を
支
え
る
仕
事

は
責
任
が
大
き
い
仕
事
で
は
あ
り
ま
す

が
、実
際
に
大
学
が
利
用
さ
れ
て
い
る
場

面
を
見
る
と
、自
分
の
仕
事
が
多
く
の

人
の
役
に
立
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
で

き
、大
き
な
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

地
域
と
し
て
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る

建
物
を
支
え
る
魅
力
あ
ふ
れ
る
仕
事

業
務
内
容

ア
ン
ケ
ー
ト

特
　
集

機
関
紹
介

組
織
概
要

採
用
試
験
に
つ
い
て

先
輩
職
員
の
声

（
事
務
系
）

先
輩
職
員
の
声

（
技
術
系
）

M
y 

C
a
r
e
e
r

（
事
務
系
）

M
y 

C
a
r
e
e
r

（
技
術
系
）

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス

研
修
制
度

金子 翔也 Kaneko Shoya

福島大学
施設課　設備係

菅原 浩弥 Sugawara Kohya

仙台高等専門学校
広瀬キャンパス　教育研究技術支援室

こ
れ
ま
で
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
と

現
在
の
業
務
内
容
に
つ
い
て

　

技
術
職
員
は
異
動
が
ほ
と
ん
ど
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、仙
台
高
専
広
瀬
キ
ャ
ン
パ

ス（
当
時
は
統
合
前
で
仙
台
電
波
高
専
）

に
在
籍
し
て
か
ら
技
術
職
員
、技
術
専
門

職
員
、技
術
専
門
員
と
キ
ャ
リ
ア
を
重
ね

て
き
ま
し
た
。現
在
は
副
技
術
長（
課
長

補
佐
級
）と
し
て
技
術
長
の
サ
ポ
ー
ト

や
、情
報
系
の
授
業
で
の
実
習
支
援
、授

業
で
使
用
す
る
教
育
用
電
算
機
シ
ス
テ

ム
の
維
持
管
理
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

仕
事
を
す
る
上
で

心
が
け
て
い
る
こ
と
は
何
で
す
か
？

　
「
役
割
分
担
と
情
報
共
有
」で
す
。こ

れ
は
私
が
好
き
な
リ
ア
ル
脱
出
ゲ
ー
ム

で
脱
出
成
功
す
る
た
め
の
秘
訣
と
し
て

毎
回
ゲ
ー
ム
開
始
時
に
言
わ
れ
る
こ
と

な
の
で
す
が
、そ
れ
は
仕
事
に
も
当
て
は

ま
り
ま
す
。ひ
と
り
だ
け
で
仕
事
を
す
る

こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。そ
れ
ぞ
れ
が
自
分

の
役
割
を
し
っ
か
り
と
行
い
、持
っ
て
い

る
情
報
を
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
初
め
て
良
い
仕
事
が
出
来
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

国
立
大
学
法
人
等
で

働
く
魅
力
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　

次
の
時
代
を
作
っ
て
い
く
技
術
者
の

育
成
に
携
わ
れ
る
の
は
大
き
な
魅
力
だ

と
思
い
ま
す
。ま
た
、卒
業
式
や
入
学
式
、

入
試
、体
育
大
会
、文
化
祭
、ロ
ボ
コ
ン
、

プ
ロ
コ
ン
な
ど
な
ど
、多
く
の
イ
ベ
ン
ト

に
携
わ
れ
る
こ
と
も
大
き
な
魅
力
だ
と

思
い
ま
す
。私
は
学
生
時
代
、文
化
祭
な

ど
の
学
校
行
事
に
積
極
的
に
関
わ
る
こ

と
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、今
は
そ
れ
ら

の
行
事
に
関
わ
れ
る
の
が
と
て
も
楽
し

い
で
す
。学
生
時
代
に
体
験
し
た
こ
と
を

ま
た
違
う
立
場
で
経
験
で
き
る
の
は
学

校
職
員
な
ら
で
は
だ
と
思
い
ま
す
。

三浦 暁人 Miura Akito

秋田大学
施設保全課　電気担当

こ
れ
ま
で
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
と

現
在
の
業
務
内
容
に
つ
い
て

　

大
学
本
部
と
医
学
部
を
行
き
来
し
な

が
ら
建
築
設
備
に
関
し
て
事
業
の
計
画
、

設
計
や
工
事
監
理
、維
持
保
全
、エ
ネ
ル

ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る
業
務
を

行
っ
て
い
ま
す
。大
学
職
員
と
は
言
っ
て

も
学
生
と
関
わ
る
こ
と
は
少
な
く
、教
職

員
か
ら
の
要
望
を
聞
き
取
り
し
、設
計
・

工
事
業
者
と
の
仲
介
を
行
う
こ
と
が
中

心
に
な
り
ま
す
。具
体
的
に
は
照
明
の
取

替
、コ
ン
セ
ン
ト
の
設
置
、通
信
設
備
の
整

備
、電
気
設
備
の
保
全
に
関
す
る
点
検
の

発
注
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
届
出
等

に
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
経
験
は
現
在
の
業
務
に

ど
う
繋
が
っ
て
い
ま
す
か
？

　

大
学
本
部
で
は
建
物
１
棟
単
位
の
大

規
模
工
事
の
設
計
・
工
事
監
理
が
中
心

で
し
た
が
、医
学
部
で
は
建
物
の
維
持
保

全
が
主
な
内
容
に
な
り
ま
し
た
。重
要
な

施
設
で
あ
る
病
院
を
始
め
と
し
て
校
舎

や
実
験
施
設
等
に
つ
い
て
、よ
り
使
用
者

の
目
線
や
大
規
模
工
事
後
の
維
持
保
全

の
観
点
で
考
え
る
こ
と
が
で
き
、そ
れ
が

現
在
本
部
に
戻
り
大
規
模
工
事
を
進
め

て
い
く
際
の
糧
に
な
っ
て
い
ま
す
。

仕
事
を
す
る
上
で

心
が
け
て
い
る
こ
と
は
何
で
す
か
？

　

電
気
設
備
は
建
物
を
使
用
す
る
上
で

重
要
な
イ
ン
フ
ラ
設
備
に
な
り
ま
す
。事

業
計
画
立
案
や
工
事
手
配
を
行
う
際
は

維
持
保
全
が
容
易
か
、設
備
が
使
用
で

き
な
く
な
る
リ
ス
ク
が
低
い
か
等
を
考
慮

し
て
使
用
者
に
負
担
が
少
な
い
建
物
を

目
指
し
て
い
ま
す
。ま
た
専
門
性
が
高
い

職
務
内
容
の
た
め
、工
事
の
説
明
を
行

う
際
は
専
門
用
語
を
避
け
て
平
易
な
言

葉
で
伝
え
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。

小林 五月 Kobayashi Satsuki

山形大学
理学部　技術室

こ
れ
ま
で
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
と

現
在
の
業
務
内
容
に
つ
い
て

　

主
に
理
学
部
の
有
害
業
務
の
事
務
担

当
を
し
て
い
ま
す
。大
学
で
は
化
学
薬
品

な
ど
人
体
や
環
境
に
有
害
な
物
質
を
使

用
・
保
管
し
て
い
る
た
め
、教
員
の
研
究
・

教
育
活
動
が
国
の
ル
ー
ル
か
ら
逸
脱
し

な
い
よ
う
各
種
申
請
の
補
助
を
し
た
り
、

時
に
は
教
員
と
一
緒
に
学
部
内
の
ル
ー
ル

を
作
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。ま
た
、理
学
部

教
職
員
用
H
P
の
管
理
・
更
新
作
業
や
、

施
設
管
理
な
ど
も
一
部
担
っ
て
い
ま
す
。

私
自
身
一
度
も
異
動
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

事
務
系
職
員
と
一
緒
に
働
い
て
い
る
た
め

組
織
改
革
や
人
事
異
動
で
場
所
も
周
り

の
人
も
ど
ん
ど
ん
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
経
験
は
現
在
の
業
務
に

ど
う
繋
が
っ
て
い
ま
す
か
？

　

場
所
や
人
は
違
え
ど
10
年
以
上
同
じ

仕
事
に
関
わ
っ
て
き
た
の
で
、経
験
年
数

が
上
が
る
ほ
ど
専
門
知
識
が
身
に
つ
い
て

い
き
、ま
た
P
C
操
作
ス
キ
ル
な
ど
は
確

実
に
上
が
っ
て
い
ま
す
。同
じ
仕
事
を
し

て
い
て
も
社
会
の
流
れ
や
法
律
、学
内
の

状
況
も
ど
ん
ど
ん
変
わ
り
、一
筋
縄
で
は

い
か
な
い
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す
が
、そ

れ
が
や
り
が
い
で
も
あ
り
ま
す
。

仕
事
を
す
る
上
で

心
が
け
て
い
る
こ
と
は
何
で
す
か
？

　

実
は
数
か
月
前
に
育
児
休
業
か
ら
復
帰

し
た
ば
か
り
で
す
。今
の
と
こ
ろ
月
1
回

以
上
の
頻
度
で
保
育
所
か
ら
体
調
不
良

に
よ
る
お
迎
え
要
請
が
来
て
い
ま
す（
笑
）。

突
然
の
お
休
み
に
備
え
て
、優
先
順
位
を

意
識
し
て
仕
事
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。も
ち
ろ
ん
職
場
の
周
り
の
方
の
サ

ポ
ー
ト
と
理
解
が
あ
っ
て
成
り
立
っ
て
い

ま
す
が
、最
近
は
テ
レ
ワ
ー
ク
も
体
制
が

整
備
さ
れ
て
助
か
っ
て
い
ま
す
。

親
に
な
っ
て
改
め
て
こ
こ
で
働
い
て
い
て

良
か
っ
た
と
実
感
し
て
い
ま
す

係 員

理事
・
局長

主任
係 長
・

専門職員

課長補佐
・
専門員

課 長
・
事務長

部 長

ステップアップの例

教育・研究支援系技術職員は専門性がそれぞれ異なるため、定期的な人事異動はあり
ませんが、個人の異動希望や各部局の要望などを基に異動配置を進めています。

施設系技術職員 教育・研究支援系技術職員

宝
く
じ
で
10
億
円
が
当
た
っ
て
も

今
の
仕
事
を
し
た
い
で
す
ね

や
り
が
い・
安
定
・
地
元
志
向
を

求
め
てい
る
人
に
お
勧
め
の
職
場
で
す

マイキャリア 技術系

係員（級）
平成29年4月採用

主任（級）
平成21年4月採用

課長補佐（級）
平成12年10月採用

係長（級）
平成21年9月採用
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各
機
関
で
は
職
員
が
幅
広
い
実
務
経
験

を
積
み
、業
務
全
般
に
精
通
で
き
る
能
力
を

養
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、概
ね
2
〜
3
年

毎
に
本
人
の
適
性
や
職
務
経
験
な
ど
を
総

合
的
に
勘
案
し
な
が
ら
、他
の
部
局
へ
の
人

事
異
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。文
部
科
学
省

等
の
他
機
関
へ
出
向
し
、一
定
期
間
勤
務
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

役
職
に
応
じ
て
、必
要
な
知
識
と
自
覚
、

社
会
的
視
野
等
を
身
に
付
け
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
行
わ
れ
ま
す
。

　

職
務
に
応
じ
た
専
門
知
識
と
ス
キ
ル
の

習
得
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
ま
す
。

※
実
施
さ
れ
る
研
修
は
、各
機
関
や
年
度
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
。

研
修
制
度

　
職
務
の
遂
行
に
必
要
な
知
識
の
習
得
、能

力
の
向
上
を
目
的
と
し
た
多
様
な
制
度
が

あ
り
ま
す
。

　
多
彩
な
部
署
で
多
様
な
業
務
に
従
事
し
、

様
々
な
課
題
に
取
り
組
む
た
め
に
は
、職
員

一
人
ひ
と
り
の
持
て
る
能
力
を
十
分
に
引
き

出
す
こ
と
が
必
要
で
す
。そ
の
た
め
、各
国
立

大
学
法
人
等
で
は
、職
員
の
能
力
開
発
・
育

成
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

人
事
異
動
・
人
事
交
流

そ
の
他
の
研
修

初
任
者
研
修

若
手
職
員
研
修

中
堅
職
員
研
修

主
任
研
修

な
ど

語
学
研
修

自
己
啓
発
研
修

（
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
、放
送
大
学
等
）

海
外
派
遣
研
修

人
事
交
流

な
ど

文
部
科
学
省
行
政
実
務
研
修

階
層
別
研
修

キ
ャ
リ
ア
に
応
じ
て
、能
力
ア
ッ
プ

実
務
研
修

職
務
に
応
じ
た
知
識
＆
ス
キ
ル
の
習
得

会
計
事
務
研
修

国
際
交
流
担
当
職
員
研
修

人
事
事
務
担
当
者
研
修な

ど

事
務
職
員

施
設
系
担
当
職
員
研
修

工
事
契
約
実
務
研
修

な
ど

施
設
系
技
術
職
員

図
書
館
等
職
員
著
作
権

実
務
講
習
会

目
録
シ
ス
テ
ム
書
誌

作
成
研
修

な
ど

図
書
職
員

技
術
職
員
研
修

教
育
・
研
究
支
援
系

技
術
職
員

各
専
門
分
野
に
応
じ
た
研
修な

ど

　

本
研
修
で
主
に「
自
分
責
任
思
考
」と「
双
方

向
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」に
つ
い
て
学
び
ま
し

た
。研
修
を
受
け
る
に
つ
れ
、こ
の
２
つ
に
つ
い
て

頭
の
中
で
分
か
っ
て
い
て
も
、実
際
に
行
動
で
き

て
い
な
い
の
で
は
と
自
覚
し
ま
し
た
。研
修
後
は
、

担
当
業
務
を
自
分
ご
と
に
捉
え
、主
体
的
に
業

務
遂
行
す
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。ま
た
、本

研
修
で
は
東
北
地
区
の
国
立
大
学
お
よ
び
高
専

所
属
の
事
務
・
図
書
・
技
術
職
員
の
方
が
参
加

し
、一
緒
に
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
や
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。事
務
系
で
採
用
さ
れ
た
私
が
携
わ
る
こ

と
が
で
き
な
い
仕
事
を
さ
れ
て
い
る
方
の
考
え

や
、仕
事
の
話
も
聞
く
こ
と
が
で
き
、新
た
な
気

づ
き
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
は
文
部
科
学
省
の
官
僚
っ
て
ど
の
よ
う

な
イ
メ
ー
ジ
を
お
持
ち
で
す
か
？「
な
ん
か
怖
そ

う
」な
ど
と
思
い
ま
せ
ん
か
？
私
が
文
科
省
に
勤

務
し
て
得
た
事
は
、「
仕
事
へ
の
熱
量
、大
学
の
10

倍
の
ス
ピ
ー
ド
感
、国
の
動
き
と
の
近
さ
」な
ど
、

大
学
に
は
無
い
刺
激
的
な
環
境
が
あ
り
、自
分
が

大
き
く
成
長
で
き
た
事
で
す
。一
番
の
収
穫
は
、

「
文
科
省
の
人
、皆
さ
ん
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
良
い

人
！
」と
分
か
り
、行
政
実
務
研
修
を
通
し
て
、文

科
省
内
と
全
国
の
大
学
に
仲
間
が
で
き
た
こ
と
で

す
。「
貴
方
は
、ど
ん
な
人
に
な
り
た
い
で
す
か
？
」

成
長
、広
い
世
界
、熱
い
仲
間
、こ
れ
ら
が
待
っ
て
い

る
の
が
行
政
実
務
研
修
で
す
！

鷲尾 莉奈 Washio Rina

福島大学
共生システム理工学類支援室　総務係

平成30年4月採用

　

日
本
学
術
振
興
会（
J
S
P
S
）が
実
施
す
る

二
年
間
の
国
際
学
術
交
流
研
修
に
参
加
し
ま
し

た
。一
年
目
は
東
京
本
部
に
て
、J
S
P
S
の
研
究

助
成
事
業
に
関
す
る
国
際
業
務
を
担
当
し
、国
内

外
の
研
究
者
や
大
学
と
関
わ
る
機
会
を
得
ま
し

た
。二
年
目
は
米
国
・
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
て
、現

地
大
学
と
J
S
P
S
に
よ
る
共
催
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
立
案
を
担
当
し
、英
語
に
よ
る
調
整
や
交
渉

を
経
験
す
る
中
で
、実
践
的
な
語
学
力
が
身
に
付

き
ま
し
た
。大
学
と
は
大
き
く
異
な
る
環
境
で
の

二
年
間
の
研
修
は
、国
際
業
務
遂
行
に
足
る
語
学

力
や
交
渉
力
を
磨
け
る
こ
と
に
加
え
、日
本
の
高

等
教
育
全
体
を
見
通
す
広
い
視
野
が
得
ら
れ
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
な
っ
て
い
る
点
が
大
き
な
魅
力
で
す
。

　

大
学
改
革
支
援
・
学
位
授
与
機
構
へ
２
年
間

出
向
し
、国
立
大
学
法
人
等
の
教
育
研
究
評
価

に
係
る
業
務
に
あ
た
る
中
で
、評
価
が
進
ん
で
い

く
過
程
を
間
近
で
経
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。各
大
学
か
ら
提
出
さ
れ
た
様
々
な
評
価
資

料
の
調
整
や
確
認
業
務
を
通
し
、各
大
学
の

様
々
な
取
組
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、大
学
職
員

と
し
て
の
視
野
が
広
が
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、出
向
中
は
同
年
代
の
出
向
者
が
多
か
っ
た

こ
と
か
ら
、気
軽
に
相
談
で
き
る
環
境
で
あ
り
な

が
ら
良
い
刺
激
を
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

大
学
に
復
帰
し
た
現
在
も
交
流
が
続
い
て
お
り
、

２
年
間
で
得
た
人
脈
は
か
け
が
え
の
な
い
も
の
に

な
り
ま
し
た
。

岡田 透 Okada Toru

東北大学
総務企画部　国際企画課　国際事業係

平成30年4月採用

※組織名称等についてはインタビュー時点のものです。

犬石 諒平 Inuishi Ryohei

宮城教育大学
施設課　施設企画係

平成28年4月採用
鬼原 舞 Kihara Mai

岩手大学
研究・地域連携部　研究推進課
科研費・補助金グループ

平成27年4月採用

研修体験者の声

東北地区国立大学法人等
若手職員研修海外研修

人事交流 文部科学省研修生

業
務
内
容

ア
ン
ケ
ー
ト

特　

集

機
関
紹
介

組
織
概
要

採
用
試
験
に
つ
い
て

先
輩
職
員
の
声

（
事
務
系
）

先
輩
職
員
の
声

（
技
術
系
）

M
y 

C
a
r
e
e
r

（
事
務
系
）

M
y 

C
a
r
e
e
r

（
技
術
系
）

勤
務
条
件
・

福
利
厚
生  

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス

研
修
制
度
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船橋 由美子 Funabashi Yumiko

八戸工業高等専門学校
学生課　学生係

平成20年4月採用

現
在
担
当
し
て
い
る
職
務
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い

　

幅
広
く
学
生
の
福
利
厚
生
に
関
す
る

業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。主
に
奨
学
金
、

高
専
体
育
大
会
の
行
事
運
営
等
を
行
っ

て
い
る
ほ
か
、図
書
の
貸
出
業
務
を
行
う

事
も
あ
り
ま
す
。

育
児
休
業
か
ら
仕
事
に
復
帰
し
、仕
事
と

子
育
て
と
の
両
立
す
る
こ
と
の
喜
び
、

苦
労
、工
夫
や
や
り
が
い
な
ど
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い

　

育
児
休
業
明
け
は
、正
直
、体
力
的
に

も
精
神
的
に
も
大
変
で
し
た（
笑
）。で

も
次
第
に
ペ
ー
ス
が
掴
め
て
来
て
、日
常

と
な
っ
て
行
き
ま
し
た
。こ
れ
は
、職
場

の
方
々
と
家
族
の
協
力
あ
っ
て
こ
そ
で
、

と
て
も
有
難
い
事
で
す
。今
は
、育
児
短

時
間
労
働
を
し
て
い
る
た
め
、勤
務
時

間
外
の
業
務
は
同
じ
係
の
方
に
お
願
い

す
る
等
、周
囲
に
助
け
て
も
ら
う
事
が

多
く
感
謝
の
日
々
で
す
。こ
れ
か
ら
も
子

育
て
と
仕
事
を
楽
し
み
な
が
ら
、少
し

ず
つ
周
囲
の
方
々
に
感
謝
の
気
持
ち
を

お
返
し
出
来
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

将
来
育
児
休
業
等
の
取
得
を
考
え
て

い
る
方
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す

　

育
児
休
業
等
、様
々
な
制
度
が
あ
り
、

実
際
に
利
用
し
て
い
る
職
員
が
多
く
い
る

と
い
う
事
を
知
っ
て
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。育
児
を
行
う
立
場
に
な
っ
た
時
、育

児
も
仕
事
も
楽
し
め
る
様
、ぜ
ひ
自
分
に

合
っ
た
形
で
制
度
を
利
用
し
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

職場と家族の
協力あってこそ

働きがいのある充実した環境

現
在
担
当
し
て
い
る
職
務
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い

　

主
に
雑
誌
業
務
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

学
術
雑
誌
の
発
注
や
受
入
、デ
ー
タ
管
理

等
を
行
い
ま
す
。主
に
、と
書
い
た
の
は
、

農
学
分
館
で
は
、各
々
が
図
書
館
の
管
理

運
営
に
関
わ
る
業
務
を
広
く
行
う
必
要

が
あ
る
た
め
で
す
。カ
ウ
ン
タ
ー
対
応
や

会
計
な
ど
も
仕
事
の
う
ち
で
す
。

育
児
休
業
か
ら
仕
事
に
復
帰
し
、仕
事
と

子
育
て
と
の
両
立
す
る
こ
と
の
喜
び
、

苦
労
、工
夫
や
や
り
が
い
な
ど
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い

　

育
休
前
、「
子
育
て
」に
は
オ
ム
ツ
替

え
な
ど
の
タ
ス
ク
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま

し
た
。し
か
し
実
際
に
や
っ
て
み
る
と
、

妻
や
子
を
は
じ
め
と
す
る
親
族
や
、職

場
の
同
僚
を
含
む
周
囲
の
人
と
の
良
好

な
関
係
を
維
持
し
、家
庭
環
境
を
保
全

す
る
こ
と
が「
子
育
て
」で
し
た
。仕
事
と

子
育
て
の「
両
立
」と
聞
く
と
別
建
て
の

よ
う
で
す
が
、仕
事
も
子
育
て
の
一
部
な

の
だ
と
思
い
ま
す
。同
様
に
、子
育
て
も

仕
事
の
一
種
で
す
。ど
ち
ら
か
片
方
に
偏

る
こ
と
が
な
い
よ
う
、職
場
で
も
家
庭
で

も
早
め
の
行
動
と
情
報
共
有
を
心
が
け

て
い
ま
す
。

将
来
育
児
休
業
等
の
取
得
を
考
え
て

い
る
方
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す

　
「
長
期
休
み
だ
〜
！
」と
邪
な
気
持
ち

も
あ
り
つ
つ
育
休
を
取
得
し
ま
し
た
が
、

浅
は
か
で
し
た
。育
休
は
育
児
休
暇
で
は

な
く
育
児
休
業
。別
業
種
へ
の
出
向
に
近

い
も
の
で
し
た
。こ
の
期
間
で
な
け
れ
ば

経
験
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。ぜ
ひ
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

国
立
大
学
法
人
等
を
志
望
し
た

理
由
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　

私
は
高
専
職
員
に
絞
っ
て
転
職
活
動

を
し
て
い
ま
し
た
。私
自
身
高
専
の
出
身

で
、同
級
生
に
は
有
名
企
業
で
活
躍
す

る
者
、新
し
い
発
想
で
起
業
す
る
者
、教

員
と
な
り
後
進
を
育
成
す
る
者
な
ど
、

尊
敬
す
べ
き
活
躍
を
し
て
い
る
友
人
が

い
ま
す
。彼
ら
の
礎
を
築
い
た
高
専
に
改

め
て
魅
力
を
感
じ
、彼
ら
に
続
く
次
世

代
の
人
材
を
輩
出
す
る
一
助
に
な
り
た

い
と
思
い
高
専
職
員
を
志
望
し
ま
し
た
。

民
間
企
業
と
の
違
い
は

ど
の
よ
う
な
と
き
に
感
じ
ま
す
か

　

学
生
が
近
く
に
居
る
こ
と
が
一
番
の

違
い
だ
と
思
い
ま
す
。学
生
か
ら
の
問
い

合
わ
せ
に
対
応
す
る
と
き
は
、手
本
に
な

る
よ
う
な
大
人
で
い
よ
う
と
背
筋
が
伸

び
る
思
い
で
す
。ま
た
、学
校
と
い
う
公

共
性
の
高
さ
に
起
因
す
る
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、ま
だ
ま
だ「
お
堅
い
」な
と
感

じ
る
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
す（
例
え
ば
、

小
さ
な
作
業
で
も「
決
裁
」を
回
す
こ
と

な
ど
）。学
校
の
い
い
と
こ
ろ
を
吸
収
し

つ
つ
、前
職
で
の
経
験
か
ら
活
か
せ
る
改

善
点
な
ど
は
積
極
的
に
発
信
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

国
立
大
学
法
人
等
職
員
へ
転
職
を
考
え

て
い
る
方
へ
ア
ド
バ
イ
ス
、メ
ッ
セ
ー
ジ
等

を
お
願
い
し
ま
す

　

社
会
経
験
の
あ
る
転
職
者
へ
の
期
待

は
大
き
い
と
入
職
し
て
感
じ
て
い
ま
す
。

新
卒
の
人
に
は
無
い
あ
な
た
の
キ
ャ
リ
ア

は
絶
対
に
力
に
な
る
の
で
、今
ま
で
の
経

験
・
知
識
を
棚
卸
し
、職
務
に
ど
の
よ
う

に
活
か
せ
る
の
か
よ
く
検
討
す
る
と
い
い

と
思
い
ま
す
。

この期間にしか
経験できないことがたくさん！

今までの経験・知識を
職務に活かす

イベント

木村 晃 Kimura Hikaru

一関工業高等専門学校
総務課　学術情報係

令和4年4月採用

ＩＴ業界　システムエンジニア
以前の業界・職種

高橋 智子 Takahashi Tomoko

秋田大学　大学院
理工学研究科　技術部

平成7年4月採用

育児休業（3年間） 
育児短時間労働
（令和3年5月～現在に至る）

利用した制度

田名部 晃平 Tanabu Kohei

東北大学
附属図書館　農学分館　図書係

平成28年4月採用

育児休業（1年間） 
利用した制度

　

週
に
１
〜
２
回
、趣
味
で
武
術
太
極
拳
の
教
室
に
通
っ
て
い

ま
す
。太
極
拳
と
い
う
と
高
齢
者
の
健
康
体
操
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
が
強
い
か
と
思
い
ま
す
が
、バ
ラ
ン
ス
を
保
ち
な
が
ら
、足
を

高
く
上
げ
た
り
、深
く
沈
み
こ
ん
だ
り
、と
相
当
な
筋
力
と
柔

軟
性
が
要
求
さ
れ
ま
す
。な
か
な
か
う
ま
く
で
き
な
い
難
し
さ
に

向
き
合
い
な
が
ら
も
、理
想
と
す
る「
行
雲
流
水
」の
動
き
を
目

指
し
、楽
し
く
練
習
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、職
場
と
は
別
の
関
係
性

の
中
に
身
を
置
く
こ
と
で
、視
野

や
発
想
が
広
が
り
、普
段
の
業
務

の
円
滑
な
遂
行
に
も
つ
な
が
っ
て

い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。仕
事
と

趣
味
を
両
立
で
き
る
こ
と
は
本

職
の
大
き
な
魅
力
で
す
。

藤原 忠和 Fujiwara Tadakazu

宮城教育大学
経営企画課　経営企画係
兼　評価室　評価・監査係

平成20年8月採用

　

秋
田
大
学
総
合
技
術
部
が
主
催
す
る「
テ

ク
ノ
フ
ェ
ス
タ
」は
、技
術
系
職
員
の
専
門
技

術
を
地
域
の
方
々
に
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
を
目
的
と
し
て
毎
年
実
施
し
て
い
る
企

画
で
、大
学
の
教
育
・
研
究
活
動
を
支
援
す
る

各
技
術
系
職
員
の
専
門
技
術
を
学
べ
る
体
験

型
企
画
等
、楽
し
み
な
が
ら
医
理
工
系
に
興

味
を
持
て
る
よ
う
な
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

楽
し
ん
で
お
ら
れ
る
参
加
者
の
様
子
を

見
ま
す
と
、大
学
の
使
命
の
一
つ
で
あ
る
社
会
貢
献
に
参
画
で
き
る

こ
と
に
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
し
、ま
た
各
技
術
系
職
員
が
有
す

る
専
門
技
術
を
融
合
す
る
イ
ベ
ン
ト
は
、職
員
同
士
の
交
流
を
深

め
る
と
と
も
に
自
分
の
視
野
が
広
が
り
日
常
の
業
務
に
も
活
か
さ

れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

※組織名称等についてはインタビュー時点のものです。

育児休業取得者

ワーク・ライフ・バランスワーク・ライフ・バランス
民間企業からの転職者 趣 味
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概
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験
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・
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年
間
20
日（
年
の
途
中
で
採
用
さ
れ
た
場

合
は
、そ
の
期
間
に
応
じ
た
日
数
が
与
え
ら

れ
ま
す
。例
と
し
て
4
月
1
日
採
用
者
の
場

合
、そ
の
年
は
15
日
）、残
日
数
は
20
日
を
限

度
と
し
て
翌
年
に
繰
り
越
さ
れ
ま
す
。

※
年
間
で
最
大
40
日

　

病
気
や
け
が
の
休
養
の
た
め
、必
要
と
認

め
ら
れ
る
期
間
を
休
む
時
に
利
用
で
き
ま
す
。

　

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
休
暇
、結
婚
休
暇
、産
前
・

産
後
休
暇
、子
の
看
護
休
暇
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

休
暇
、忌
引
き
休
暇
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

6
月
と
12
月
に
支
給
し
ま
す
。

　

所
定
の
労
働
時
間
を
超
え
て
勤
務
し
た

場
合
、割
増
賃
金
を
支
給
し
ま
す
。

　

通
勤
距
離
が
2
㎞
以
上
で
、通
勤
に
公
共

交
通
機
関
、自
動
車
、自
転
車
等
を
利
用
し

て
い
る
場
合
に
支
給
し
ま
す
。

　

借
家
・
ア
パ
ー
ト
等
に
居
住
し
、要
件
を

満
た
す
場
合
に
支
給
し
ま
す
。

　

扶
養
親
族
に
な
る
人
が
お
り
、要
件
を
満

た
す
場
合
に
支
給
し
ま
す
。

１
日
7
時
間
45
分（
週
38
時
間
45
分
）

45
分
ま
た
は
60
分

土
曜
日
、日
曜
日
、祝
日
、

年
末
年
始（
12
月
29
日
〜
1
月
3
日
）

　

有
料
の
世
帯
用
宿
舎
や
独
身
用
宿
舎
を

用
意
し
て
い
る
国
立
大
学
法
人
等
も
あ
り

ま
す
。（
希
望
者
が
多
い
場
合
は
入
居
で
き

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。）

　

年
間
を
通
じ
て
、さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ

や
文
化
活
動
の
行
事
が
企
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

学
内
だ
け
で
な
く
、他
の
国
立
大
学
法
人
等

と
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

体
育
館
・
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
等
の
各
種
施
設

を
昼
休
み
等
に
利
用
で
き
、職
員
に
よ
る

サ
ー
ク
ル
活
動
に
も
活
発
に
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。ま
た
、附
属
図
書
館
も
利
用
で
き

ま
す
。

2324

　

病
気
・
出
産
・
育
児
・
介
護
等
の
際
の
給

付
制
度
の
ほ
か
、団
体
積
立
終
身
保
険
制
度
、

財
形
持
家
融
資
制
度
、各
種
貸
付
事
業
等

を
設
け
て
い
ま
す
。

　

業
務
上
の
災
害（
負
傷
、疾
病
ま
た
は
死

亡
）、通
勤
途
中
の
災
害
に
関
し
て
、社
会
復

帰
や
生
活
の
た
め
の
保
障
制
度
を
設
け
て
い

ま
す
。

勤務条件 ・ 福利厚生

年
次
有
給
休
暇

賞 

与
時
間
外
勤
務
手
当

通
勤
手
当

住
居
手
当

扶
養
手
当 勤

務
条
件

福
利
厚
生

勤
務
時
間

有
給
休
暇

育
児
休
業

文
部
科
学
省
共
済
組
合

宿 

舎
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

施
設
等

労
働
災
害
補
償
制
度

初
任
給

給 

与

休
憩
時
間

休 

日
手
当
等

　
具
体
的
な
勤
務
条
件
は
国
家
公
務
員
の

水
準
を
ベ
ー
ス
と
し
て
各
機
関
で
独
自
に
定

め
て
い
ま
す
。以
下
で
紹
介
す
る
内
容
は
一
般

的
な
勤
務
条
件
等
で
す
。

　

育
児
に
専
念
す
る
た
め
に
休
業
で
き
る

制
度
で
、子
供
が
3
歳
に
な
る
ま
で
の
間
、

職
種
・
男
女
を
問
わ
ず
利
用
で
き
ま
す
。な

お
、部
分
休
業
や
短
時
間
勤
務
制
度
も
あ

り
ま
す
。

　

配
偶
者
、父
母
、子
、配
偶
者
の
父
母
等
が

負
傷
、疾
病
ま
た
は
身
体
上
も
し
く
は
精
神

上
の
障
害
に
よ
り
介
護
を
必
要
と
す
る
場

合
、各
国
立
大
学
法
人
等
が
定
め
る
期
間
の

範
囲
内
で
利
用
で
き
ま
す
。な
お
、部
分
休
業

や
短
時
間
勤
務
制
度
も
あ
り
ま
す
。

介
護
休
業

約
1
8
0
，0
0
0
円
〜

約
2
2
0
，0
0
0
円
程
度

（
学
歴
や
採
用
前
の
職
歴
に
応
じ
て
決
定
し

ま
す
。）

 　　

年
1
回
各
人
の
勤
務
成
績
に
応
じ
て
昇

給
し
ま
す
。

昇 

給
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病
気
休
暇

特
別
休
暇

業
務
内
容

研
修
制
度

ア
ン
ケ
ー
ト

特
　
集

機
関
紹
介

組
織
概
要

採
用
試
験
に
つ
い
て

先
輩
職
員
の
声

（
事
務
系
）

先
輩
職
員
の
声

（
技
術
系
）

M
y 

C
a
r
e
e
r

（
事
務
系
）

M
y 

C
a
r
e
e
r

（
技
術
系
）

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス

勤
務
条
件
・

福
利
厚
生  



採
用
さ
れ
て

「
こ
ん
な
仕
事
も
あ
る
の
？
」と

驚
い
た
こ
と
は
？

●
学
生
課
や
教
務
課
な
ど
の
イ
メ
ー
ジ

が
強
かっ
た
た
め
、教
員
の
外
部
資
金

に
関
す
る
業
務
な
ど
は
入
職
前
に
全

く
想
像
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

●
1
5
0
0
万
円
以
上
の
物
品
の
購
入
手
続
き
。

●
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
バ
ス
誘
導
。

●
コ
ロ
ナ
禍
の
採
用
だ
っ
た
の
で
、ワ
ク
チ
ン

接
種
の
受
付
の
お
仕
事
が
あ
っ
た
の
で
す

が
、こ
れ
も
事
務
職
員
の
仕
事
な
の
だ
と

驚
き
ま
し
た
。

●
医
薬
品
等
の
調
達
業
務
。

●
運
動
部
備
品
の
倉
庫
整
理
な
ど
。

●
自
大
学
だ
け
で
な
く
、他
大
学
の
職
員
の

方
と
も
メ
ー
ル
や
電
話
な
ど
で
や
り
取

り
す
る
機
会
が
多
か
っ
た
こ
と
。

●
秋
の
落
ち
葉
拾
い
や
冬
の
除
雪
作
業
。年

に
数
回
で
は
あ
る
が
、日
常
の
デ
ス
ク

ワ
ー
ク
と
は
違
い
新
鮮
な
感
じ
が
し
た
。

●
施
設
担
当
だ
が
、会
計
の
領
域
も
あ
る
程

度
担
当
す
る
こ
と
。

●
歯
科
検
診
補
助
。

●
重
機
の
修
理
や
科
学
研
究
費
の
積
極
的

な
取
得
。

●
敷
地
の
境
界
管
理
。

●
分
野
外
の
資
格
習
得
、授
業
補
助
、学
会

発
表
な
ど
。

採
用
後
に
参
加
し
た
、研
修
、講
習

会
の
中
で
、印
象
に
残
っ
た
も
の
、

仕
事
に
役
立
っ
た
と
思
う
も
の
は
？

●
社
会
人
基
礎
力
研
修
。

●
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
教
育
研
修
。

●
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
研
修
。人
事
異
動
に
よ

り
後
任
者
の
た
め
の
引
継
ぎ
書
を
作
成

す
る
際
に
役
立
っ
た
た
め
。

●
R
P
A
や
E
x
c
e
l
等
の
業
務
改
善
に

関
す
る
研
修
。

●
高
専
機
構
主
催
の
新
任
職
員
研
修
。

●
初
任
職
員
研
修
。同
じ
目
線
で
現
状
の

悩
み
や
仕
事
の
や
り
方
に
つ
い
て
、今
の

業
務
の
役
に
立
つ
こ
と
が
多
か
っ
た
。

●
東
北
地
区
の
若
手
職
員
向
け
の
研
修
で
、

他
機
関
の
若
手
職
員
か
ら
他
機
関
の
特

色
や
業
務
、自
機
関
と
の
共
通
点
な
ど

を
聞
く
こ
と
が
で
き
刺
激
に
な
っ
た
。

●
動
画
視
聴
に
よ
る
エ
ク
セ
ル
研
修
会（
時

間
を
選
ば
ず
好
き
な
時
に
受
講
で
き
る
）。

●
新
人
職
員
の
各
部
署
を
回
る
研
修
。

●
東
北
地
区
技
術
職
員
研
修
。

●
全
国
規
模
の
勉
強
会（
横
の
つ
な
が
り
が

増
え
た
）。

●
東
北
地
区
の
技
術
職
員
の
研
修
、実
務

に
近
い
内
容
で
大
変
参
考
に
な
っ
た
。

●
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
安
全
講
習
会
。

●
車
両
系
建
設
機
械
の
講
習
。バ
ッ
ク
ホ
ウ

や
フ
ォ
ワ
ー
ダ
ー
な
ど
を
実
際
に
操
作
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

（
転
職
さ
れ
た
方
）

前
職
と
の
違
い
は
ど
の
よ
う
な

と
き
に
感
じ
ま
す
か
？

●
割
と
自
分
の
時
間
が
作
り
や
す
い
。

●
残
業
の
少
な
さ
・
会
議
等
で
の
発
言
の

機
会
の
少
な
さ
。

●
仕
事
内
容
は
違
い
が
あ
っ
て
も
慣
れ
る
が
、

給
与
制
度
や
人
事
関
係
な
ど
は
全
体
的

に
違
い
を
感
じ
る
こ
と
が
多
く
、数
か
月

で
は
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
多
い
。

●
わ
か
ら
な
い
こ
と
を
聞
い
た
時
の
反
応
。

す
ご
く
丁
寧
に
説
明
し
て
も
ら
え
る
。

●
いつ
も
感
じ
ま
す
。特
に
、職
場
の
雰
囲

気
の
柔
ら
か
さ
や
明
る
さ
を
感
じ
ま
す
。

●
学
生
へ
の
指
示
が
通
り
や
す
い（
動
き
が

み
ん
な
早
い
）時
。

イ
ン
パ
ク
ト
の
強
か
っ
た
、印
象
に

残
っ
て
い
る
業
務
と
そ
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
教
え
て
く
だ
さ
い
！

●
国
際
寮
披
露
式
の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
補
助
。

●
入
学
式
と
卒
業
式
で
の
業
務
で
す
。（
会

場
設
営
、学
生
受
付
、代
表
学
生
引
率
）

●
入
学
式
の
受
付
の
仕
事
。採
用
後
す
ぐ

だ
っ
た
た
め
、仕
事
の
流
れ
も
わ
か
ら
な

か
っ
た
が
、他
部
署
の
方
と
接
す
る
こ
と

で
、大
学
職
員
の
仕
事
が
幅
広
い
こ
と
を

実
感
で
き
た
か
ら
。

●
F
D
・
S
D
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催
後
、参

加
教
員
か
ら
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
に
参
加
し
て

よ
か
っ
た
と
お
声
が
け
い
た
だ
い
た
こ
と
。

●
樹
齢
1
0
0
年
越
え
の
ア
カ
マ
ツ
の

伐
倒
補
助
の
業
務
。30
m
を
優
に
超

え
る
巨
大
な
ア
カ
マ
ツ
が
、先
輩
の

手
に
よ
り
ゆ
っ
く
り
倒
れ
て
い
く
の

を
目
の
当
た
り
に
し
た
。普
通
の
木

で
は
あ
り
え
な
い
音
と
振
動
が
伝
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64.9%

堅
実
で
、

安
定
性
が
あ
る

47.4%

地
元
だ
か
ら

66.7%

仕
事
の
内
容
に

興
味
が
あ
っ
た

細
か
い
こ
と
に
気
を

配
る
よ
う
に
な
っ
た

52.6%

就
職
先
と
し
て
、

な
ぜ
国
立
大
学
法
人
等
を

選
び
ま
し
た
か
？

Q1

就
職
前
に
し
て
お
け
ば

よ
か
っ
た
と
思
う
こ
と
は
？

Q5
今
後
伸
ば
し
た
い
と

思
う
素
質
・
能
力
は
？

Q6

Q3

就
職
す
る
前
の
自
分
と

就
職
後
の
自
分
と
で

何
が
変
わ
り
ま
し
た
か
？

Q2規
則
正
し
い

生
活
を
す
る

よ
う
に
な
っ
た

42.1%

タ
フ
に
な
っ
た

26.3%

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の

時
間
も
し
っ
か
り

と
れ
る

64.9%64.9%
今
の
職
場
に
就
職
し
て

「
よ
か
っ
た
」と
思
う
こ
と
は
？

職
場
の

雰
囲
気
が

い
い

56.1%

さ
ま
ざ
ま
な

知
識
が

身
に
つ
く

59.6%

社
会
人
・ア
ル
バ
イ
ト
・

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
体
験

サ
ー
ク
ル
活
動

大
学
で
の
勉
強

45.6%

24.6%

59.6%

他
に
は「
何
事
に
も
問
題
意
識
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
」「
責
任
感
の
強
い

人
間
に
な
っ
た
」な
ど

他
に
は
、「
規
則
正
し
い
生
活
」「
海
外
留
学
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
」「
16
年
続
け
て
き
た
水
泳
」な
ど

仕事とプライベートの
ON・OFF大事！

「家族や友人と出かける」と
回答してくれた方が
たくさんいました！

パソコンの勉強

語学の勉強

旅　行

47.4%47.4%

45.6%

42.1%

コミュニケーション能力

交渉力・調整力

パソコンスキル

47.4%

43.9%

語学力 36.8%
企画・立案力 33.3%

インターンシップ 15.8%

●
映
画
鑑
賞

●
子
供
と
遊
ぶ

●
読
書

●
キ
ャ
ン
プ

●
散
歩

●
旅
行

●
ゲ
ー
ム

●
ス
ポ
ー
ツ

●
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

●
ド
ラ
イ
ブ

●
カ
フ
ェ
巡
りなど

休日の
過ごし方は？

国
立
大
学
法
人
等
で
働
く
こ
と
の

魅
力（
や
り
が
い
）は
？

●
自
分
の
仕
事
が
学
生
の
た
め
、学
生

の
将
来
の
た
め
に
な
っ
て
い
る
こ
と

を
実
感
で
き
る
。

●
学
生
か
ら
名
誉
教
授
ま
で
様
々
な
年

代
・
分
野
の
人
と
関
わ
る
の
で
価
値
観
の

幅
が
広
が
る
。

●
学
生
や
教
員
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
こ
と

で
、間
接
的
に
日
本
の
教
育
を
支
え
る

こ
と
が
出
来
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

●
基
本
的
に
転
勤
が
な
い（
部
署
異
動
の

み
）。業
務
内
容
は
部
署
に
よ
り
け
り
だ

と
思
う
の
で
、業
務
以
外
で
考
え
た
と
き

に
、転
勤
が
な
い
の
は
将
来
設
計
を
考
え

る
上
で
大
き
な
魅
力
の
1
つ
に
な
り
得

る
と
思
う
。

●
最
先
端
の
研
究
に
携
わ
り
貢
献
で
き
る

こ
と
。

●
身
に
つ
け
た
い
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
る
こ

と
が
で
き
る
環
境
が
あ
る
。

●
多
く
の
学
生
と
関
わ
り
な
が
ら
仕
事
を

す
る
の
で
、い
ろ
い
ろ
な
発
見
も
あ
り
楽

し
く
仕
事
が
で
き
る
こ
と
。

●
部
署
ご
と
に
仕
事
内
容
が
異
な
る
た
め
、

日
々
新
し
い
知
識
を
得
ら
れ
る
こ
と
。

●
専
門
知
識
を
活
か
し
、教
員
の
研
究
や

学
生
の
教
育
活
動
に
貢
献
で
き
る
こ
と
。

●
日
々
様
々
な
仕
事
が
発
生
し
、学
び
や
発

見
が
あ
り
純
粋
に
楽
し
い
。

●
未
来
あ
る
学
生
を
支
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

●
施
設
系
職
員
と
し
て
施
設
整
備
に
携
わ

り
、大
学
を
裏
方
と
し
て
支
え
て
い
る
こ

と
に
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

●
た
く
さ
ん
の
業
種
の
職
員
が
働
い
て
い
て
、

学
び
が
多
い
。

仕
事
を
す
る
上
で

心
が
け
て
い
る
こ
と
は
？

●
困
っ
た
ら
相
談
す
る
こ
と
。

●
ど
の
仕
事
に
も
責
任
を
持
っ
て
取
り
組

む
こ
と
。

●
関
係
す
る
と
こ
ろ
全
て
に
情
報
共
有
。

●
常
に
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
意
識
し
つ
つ
、状

況
に
応
じ
て
仕
事
の
優
先
順
位
を
変
更

す
る
等
臨
機
応
変
に
対
応
す
る
こ
と
。

●
無
理
し
す
ぎ
な
い
こ
と
と
、締
切
に
余
裕

を
も
っ
て
対
応
す
る
こ
と
。

●
人
間
関
係
を
良
好
に
保
つ
こ
と
。

●
学
生
の
手
本
に
な
る
こ
と
、学
生
と

直
接
関
係
な
い
仕
事
で
も
巡
り
巡
っ

て
学
生
の
た
め
に
な
る
と
い
う
意
識
。

●
根
拠
を
も
っ
て
仕
事
に
取
り
組
む

こ
と
、明
る
く
返
答
す
る
こ
と
。

●
報
告
連
絡
相
談
を
し
っ
か
り
す
る
。

●
遅
刻
厳
禁
、締
め
切
り
厳
守
、上
司
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
。

●
仕
事
を
も
ら
っ
た
段
階
で
締
め
切
り
を

確
認
す
る
こ
と
。

働
く
前
と
働
き
始
め
た
後
で
の
、

「
大
学
職
員
」と
い
う
職
業
に

対
す
る
ギ
ャッ
プ
は
？

●
事
務
職
員
と
い
う
と
事
務
作
業
や

補
助
の
よ
う
な
役
割
を
イ
メ
ー
ジ
し

て
い
た
が
、実
際
は
大
学
経
営
な
ど

大
学
の
根
幹
に
近
い
部
分
の
仕
事
も

多
く
、そ
の
点
は
ギ
ャッ
プ
を
感
じ
た
。

●
お
堅
い
イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た
が
、仕
事
中
以

外
は
皆
さ
ん
や
さ
し
く
面
白
い
方
が
多
い
。

●
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
が
基
本
で
は
あ
る
も
の
の
、

イ
ベ
ン
ト
の
準
備
や
設
営
な
ど
、活
動
的

な
業
務
も
多
く
あ
る
こ
と
。

●
高
専
は
半
分
高
校
、半
分
大
学
の
よ
う

な
も
の
だ
か
ら
か
、思
っ
て
い
た
以
上
に

学
生
と
の
関
わ
り
が
あ
る
こ
と
。

●
学
生
対
応
だ
け
で
は
な
く
、幅
広
い
業
務

が
あ
る
こ
と
。

●
業
務
が
か
な
り
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。

●
在
学
中
は
教
務
課
や
キ
ャ
リ
ア
支
援
課

な
ど
、学
生
生
活
と
直
結
す
る
部
分
が
仕

事
の
主
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、地
域

連
携
な
ど
の
部
署
も
あ
る
こ
と
に
驚
き

ま
し
た
。

●
思
っ
て
い
た
以
上
に
覚
え
る
こ
と
が
多
い
。

●
一
口
に「
事
務
」と
い
っ
て
も
、部
署
ご
と

に
仕
事
内
容
が
大
き
く
異
な
る
こ
と
。

●
働
く
前
は
学
生
か
ら
見
え
る
学
務
系
し

か
イ
メ
ー
ジ
が
な
か
っ
た
が
、財
務
系
（
一

般
事
務
に
近
い
）の
職
員
も
多
い
と
知
っ

た
。中
に
は
、学
務
系
を
ほ
と
ん
ど
経
験

し
て
い
な
い
職
員
も
い
る
と
い
う
の
が
驚

き
だ
っ
た
。

●
技
術
系
職
員
の
場
合
、先
生
方
の
授

業
補
助・学
生
の
実
験
補
助
だ
け
で

は
な
く
、自
身
で
も
研
究
を
行
っ
て

い
る
点
。

●
安
全
管
理
が
非
常
に
大
事
な
こ
と
。

●
学
生
よ
り
も
、職
員
同
士
や
教
員
と
の

や
り
と
り
が
多
い
こ
と
。

●
仕
事
の
幅
が
広
い
。

Q7

Q8

Q9

わ
っ
て
き
て
、ア
カ
マ
ツ
が
重
ね
て
き

た
年
月
の
重
み
と
先
輩
の
技
量
を

ひ
し
ひ
し
と
感
じ
た
。

●
1
年
目
で
空
調
設
備
改
修
工
事
の
発
注

業
務
及
び
現
場
監
理
に
携
わ
り
ま
し
た
。

工
事
が
終
了
し
、自
身
が
携
わ
っ
た
業
務

に
と
て
も
や
り
が
い
を
感
じ
ま
し
た
。

●
入
社
し
た
年
に
研
究
室
の
引
っ
越
し
が
あ

り
、ま
た
大
型
機
械
が
い
く
つ
も
あ
っ
た

た
め
、引
っ
越
し
か
ら
研
究
室
が
ち
ゃ
ん

と
軌
道
に
の
る
ま
で
1
年
近
く
か
か
っ
た

こ
と
。ま
た
、大
型
機
械
の
運
搬
に
は
、歴

史
的
遺
産
の
移
動
を
行
う
専
門
チ
ー
ム

に
よ
る
運
搬
だ
っ
た
こ
と
。

こ
れ
か
ら
受
験
を
考
え
て
い
る
方
に

向
け
て
、国
立
大
学
法
人
等
職
員

と
し
て
働
く
お
す
す
め
ポ
イ
ン
ト
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

●
や
り
が
い
と
共
に
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ

ラ
ン
ス
が
整
っ
て
い
て
、プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
も
楽
し
め
ま
す
。

●
近
く
で
大
学
生
の
様
子
を
見
る
こ

と
が
で
き
、様
々
な
環
境
や
気
持
ち

で
頑
張
っ
て
い
る
姿
が
み
ら
れ
る
の

で
、学
生
の
た
め
に
頑
張
ろ
う
と
思

え
ま
す
。ま
た
、職
場
内
で
子
育
て

に
理
解
を
示
し
て
い
る
方
が
多
い
と

感
じ
ま
す
。実
際
に
子
育
て
を
し
な

が
ら
仕
事
を
し
て
い
る
先
輩
方
を

見
て
、プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
面
で
も
将

来
像
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
が
魅
力
で
す
。

●
自
分
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
や
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ

ン
に
合
わ
せ
て
、無
理
な
く
働
く
こ
と
が

で
き
る
と
思
い
ま
す
！

●
大
学
職
員
は
、学
生
や
教
員
だ
け
で
な

く
、医
療
系
職
員
や
業
者
の
方
、地
域
の

方
々
な
ど
様
々
な
職
種
の
人
と
接
す
る

機
会
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
と
も
に
、お
仕

事
も
人
事
系
や
財
務
系
、学
務
系
な
ど

幅
広
い
業
務
が
あ
る
の
で
、常
に
成
長
で

き
る
お
仕
事
だ
と
思
い
ま
す
。

●
部
署
ご
と
に
必
要
な
知
識
・ス
キ
ル
が
違

う
の
で
、日
々
学
び
な
が
ら
様
々
な
仕
事

に
挑
戦
で
き
る
こ
と
。

●
様
々
な
部
署
が
あ
る
の
で
、そ
れ
ぞ
れ
が

担
当
し
て
い
る
仕
事
を
伝
え
合
う
だ
け

で
自
分
の
視
野
を
広
げ
ら
れ
る
環
境
だ

と
感
じ
て
い
ま
す
。

●
福
利
厚
生
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
。

●
労
働
条
件
の
良
さ（
休
暇
の
取
り
や
す
さ
な
ど
）

●
親
身
に
寄
り
添
っ
て
支
援
を
し
て
い
た

学
生
が
卒
業
す
る
と
き
は
、特
別
な
気

持
ち
に
な
り
ま
す
。も
う
会
え
な
い
の
か

と
し
ん
み
り
も
し
ま
す
が
、新
た
な
旅
立

ち
を
祝
福
し
社
会
へ
送
り
出
し
ま
す
。学

生
の
支
援
の
仕
方
も
教
員
と
は
異
な
る

ア
プ
ロ
ー
チ
な
の
で
、大
学
職
員
な
ら
で

は
の
魅
力
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
か
ら
受
験
を
考
え
て
い
る
方

に
向
け
て
、あ
な
た
が
取
っ
た
試
験

対
策
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

●
1
次
試
験
は
地
方
上
級
レ
ベ
ル
の
問

題
集
を
何
度
も
解
き
ま
し
た
。2
次

試
験
は
、予
想
さ
れ
る
質
問
に
対
す

る
回
答
を
文
で
暗
記
せ
ず
自
分
の

考
え
や
回
答
の
方
向
性
を
ま
と
め

る
程
度
で
整
理
し
、そ
れ
を
簡
潔
に

話
す
よ
う
に
心
が
け
ま
し
た
。

●
そ
の
大
学
が
特
に
力
を
入
れ
て
い
る

こ
と
は
何
か
を
Ｈ
Ｐ
や
大
学
案
内

か
ら
読
み
取
り
、自
分
な
り
の
考
え

を
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
お
い
た
。

●
1
次
試
験
：
公
務
員
試
験
と
内
容
が
似

て
い
る
た
め
、各
自
治
体
な
ど
の
過
去
問

を
探
し
て
解
い
た
。

●
１
次
試
験
対
策
は
、過
去
問
を
解
け
る

よ
う
に
な
る
ま
で
何
度
も
解
き
続
け
る
、

２
次
試
験
対
策
は
各
大
学
の
S
N
S
も

チ
ェ
ッ
ク
し
て
、特
色
を
把
握
す
る
こ
と

を
意
識
し
て
い
ま
し
た
。自
分
な
り
の
や

り
方
を
見
つ
け
て
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
2
次
試
験（
面
接
）対
策
と
し
て
、国
立

大
学
が
抱
え
て
い
る
課
題
に
対
し
て
、大

学
職
員
と
い
う
立
場
か
ら
ど
の
よ
う
に

解
決
に
関
わ
っ
て
い
け
る
か
と
い
う
観
点

で
自
分
の
考
え
を
話
せ
る
よ
う
面
接
対

策
を
行
い
ま
し
た
。

●
ま
ず
判
断
推
理
・
数
的
推
理
問
題
対
策

を
最
優
先
で
や
る（
問
題
数
が
多
く
、対

策
に
時
間
が
か
か
ら
な
い
た
め
）。

●
第
２
次
試
験
は
、リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て

自
分
ら
し
さ
を
出
せ
る
よ
う
何
回

も
練
習
し
ま
し
た
。（
鏡
の
前
や
動

画
に
撮
っ
た
り
も
し
ま
し
た
）。

●
面
接
対
策
で
、過
去
の
自
分
が
や
っ
て
き

た
こ
と
を
振
り
返
る
。

●
面
接
練
習
は
複
数
の
友
人
と
行
い
、様
々

な
意
見
を
聞
き
練
習
し
ま
し
た
。

●
問
題
集
を
た
く
さ
ん
解
い
た
り
、面
接
対

策
の
本
を
読
ん
だ
り
し
た
。大
学
の
こ
と

を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
読
ん
で
、大
学

で
は
ど
ん
な
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か

を
知
る
。

49.1%49.1%

※アンケート回答は、原文のまま記載しています。

学
生
時
代
等
の
経
験
で

現
在
の
仕
事
に

役
立
っ
て
い
る
こ
と
は
？

Q4

同年代
以外の人と
関わる機会

約半数がコミュニケーション能力を
伸ばしたいと回答！

業
務
内
容

研
修
制
度

ア
ン
ケ
ー
ト

特
　
集

機
関
紹
介

組
織
概
要

採
用
試
験
に
つ
い
て

先
輩
職
員
の
声

（
事
務
系
）

先
輩
職
員
の
声

（
技
術
系
）

M
y 

C
a
r
e
e
r

（
事
務
系
）

M
y 

C
a
r
e
e
r

（
技
術
系
）

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス

勤
務
条
件
・

福
利
厚
生  
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採
用
さ
れ
て

「
こ
ん
な
仕
事
も
あ
る
の
？
」と

驚
い
た
こ
と
は
？

●
学
生
課
や
教
務
課
な
ど
の
イ
メ
ー
ジ

が
強
かっ
た
た
め
、教
員
の
外
部
資
金

に
関
す
る
業
務
な
ど
は
入
職
前
に
全

く
想
像
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

●
1
5
0
0
万
円
以
上
の
物
品
の
購
入
手
続
き
。

●
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
バ
ス
誘
導
。

●
コ
ロ
ナ
禍
の
採
用
だ
っ
た
の
で
、ワ
ク
チ
ン

接
種
の
受
付
の
お
仕
事
が
あ
っ
た
の
で
す

が
、こ
れ
も
事
務
職
員
の
仕
事
な
の
だ
と

驚
き
ま
し
た
。

●
医
薬
品
等
の
調
達
業
務
。

●
運
動
部
備
品
の
倉
庫
整
理
な
ど
。

●
自
大
学
だ
け
で
な
く
、他
大
学
の
職
員
の

方
と
も
メ
ー
ル
や
電
話
な
ど
で
や
り
取

り
す
る
機
会
が
多
か
っ
た
こ
と
。

●
秋
の
落
ち
葉
拾
い
や
冬
の
除
雪
作
業
。年

に
数
回
で
は
あ
る
が
、日
常
の
デ
ス
ク

ワ
ー
ク
と
は
違
い
新
鮮
な
感
じ
が
し
た
。

●
施
設
担
当
だ
が
、会
計
の
領
域
も
あ
る
程

度
担
当
す
る
こ
と
。

●
歯
科
検
診
補
助
。

●
重
機
の
修
理
や
科
学
研
究
費
の
積
極
的

な
取
得
。

●
敷
地
の
境
界
管
理
。

●
分
野
外
の
資
格
習
得
、授
業
補
助
、学
会

発
表
な
ど
。

採
用
後
に
参
加
し
た
、研
修
、講
習

会
の
中
で
、印
象
に
残
っ
た
も
の
、

仕
事
に
役
立
っ
た
と
思
う
も
の
は
？

●
社
会
人
基
礎
力
研
修
。

●
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
教
育
研
修
。

●
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
研
修
。人
事
異
動
に
よ

り
後
任
者
の
た
め
の
引
継
ぎ
書
を
作
成

す
る
際
に
役
立
っ
た
た
め
。

●
R
P
A
や
E
x
c
e
l
等
の
業
務
改
善
に

関
す
る
研
修
。

●
高
専
機
構
主
催
の
新
任
職
員
研
修
。

●
初
任
職
員
研
修
。同
じ
目
線
で
現
状
の

悩
み
や
仕
事
の
や
り
方
に
つ
い
て
、今
の

業
務
の
役
に
立
つ
こ
と
が
多
か
っ
た
。

●
東
北
地
区
の
若
手
職
員
向
け
の
研
修
で
、

他
機
関
の
若
手
職
員
か
ら
他
機
関
の
特

色
や
業
務
、自
機
関
と
の
共
通
点
な
ど

を
聞
く
こ
と
が
で
き
刺
激
に
な
っ
た
。

●
動
画
視
聴
に
よ
る
エ
ク
セ
ル
研
修
会（
時

間
を
選
ば
ず
好
き
な
時
に
受
講
で
き
る
）。

●
新
人
職
員
の
各
部
署
を
回
る
研
修
。

●
東
北
地
区
技
術
職
員
研
修
。

●
全
国
規
模
の
勉
強
会（
横
の
つ
な
が
り
が

増
え
た
）。

●
東
北
地
区
の
技
術
職
員
の
研
修
、実
務

に
近
い
内
容
で
大
変
参
考
に
な
っ
た
。

●
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
安
全
講
習
会
。

●
車
両
系
建
設
機
械
の
講
習
。バ
ッ
ク
ホ
ウ

や
フ
ォ
ワ
ー
ダ
ー
な
ど
を
実
際
に
操
作
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

（
転
職
さ
れ
た
方
）

前
職
と
の
違
い
は
ど
の
よ
う
な

と
き
に
感
じ
ま
す
か
？

●
割
と
自
分
の
時
間
が
作
り
や
す
い
。

●
残
業
の
少
な
さ
・
会
議
等
で
の
発
言
の

機
会
の
少
な
さ
。

●
仕
事
内
容
は
違
い
が
あ
っ
て
も
慣
れ
る
が
、

給
与
制
度
や
人
事
関
係
な
ど
は
全
体
的

に
違
い
を
感
じ
る
こ
と
が
多
く
、数
か
月

で
は
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
多
い
。

●
わ
か
ら
な
い
こ
と
を
聞
い
た
時
の
反
応
。

す
ご
く
丁
寧
に
説
明
し
て
も
ら
え
る
。

●
いつ
も
感
じ
ま
す
。特
に
、職
場
の
雰
囲

気
の
柔
ら
か
さ
や
明
る
さ
を
感
じ
ま
す
。

●
学
生
へ
の
指
示
が
通
り
や
す
い（
動
き
が

み
ん
な
早
い
）時
。

イ
ン
パ
ク
ト
の
強
か
っ
た
、印
象
に

残
っ
て
い
る
業
務
と
そ
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
教
え
て
く
だ
さ
い
！

●
国
際
寮
披
露
式
の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
補
助
。

●
入
学
式
と
卒
業
式
で
の
業
務
で
す
。（
会

場
設
営
、学
生
受
付
、代
表
学
生
引
率
）

●
入
学
式
の
受
付
の
仕
事
。採
用
後
す
ぐ

だ
っ
た
た
め
、仕
事
の
流
れ
も
わ
か
ら
な

か
っ
た
が
、他
部
署
の
方
と
接
す
る
こ
と

で
、大
学
職
員
の
仕
事
が
幅
広
い
こ
と
を

実
感
で
き
た
か
ら
。

●
F
D
・
S
D
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催
後
、参

加
教
員
か
ら
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
に
参
加
し
て

よ
か
っ
た
と
お
声
が
け
い
た
だ
い
た
こ
と
。

●
樹
齢
1
0
0
年
越
え
の
ア
カ
マ
ツ
の

伐
倒
補
助
の
業
務
。30
m
を
優
に
超

え
る
巨
大
な
ア
カ
マ
ツ
が
、先
輩
の

手
に
よ
り
ゆ
っ
く
り
倒
れ
て
い
く
の

を
目
の
当
た
り
に
し
た
。普
通
の
木

で
は
あ
り
え
な
い
音
と
振
動
が
伝

国
立
大
学
法
人
等
で
働
く
こ
と
の

魅
力（
や
り
が
い
）は
？

●
自
分
の
仕
事
が
学
生
の
た
め
、学
生

の
将
来
の
た
め
に
な
っ
て
い
る
こ
と

を
実
感
で
き
る
。

●
学
生
か
ら
名
誉
教
授
ま
で
様
々
な
年

代
・
分
野
の
人
と
関
わ
る
の
で
価
値
観
の

幅
が
広
が
る
。

●
学
生
や
教
員
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
こ
と

で
、間
接
的
に
日
本
の
教
育
を
支
え
る

こ
と
が
出
来
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

●
基
本
的
に
転
勤
が
な
い（
部
署
異
動
の

み
）。業
務
内
容
は
部
署
に
よ
り
け
り
だ

と
思
う
の
で
、業
務
以
外
で
考
え
た
と
き

に
、転
勤
が
な
い
の
は
将
来
設
計
を
考
え

る
上
で
大
き
な
魅
力
の
1
つ
に
な
り
得

る
と
思
う
。

●
最
先
端
の
研
究
に
携
わ
り
貢
献
で
き
る

こ
と
。

●
身
に
つ
け
た
い
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
る
こ

と
が
で
き
る
環
境
が
あ
る
。

●
多
く
の
学
生
と
関
わ
り
な
が
ら
仕
事
を

す
る
の
で
、い
ろ
い
ろ
な
発
見
も
あ
り
楽

し
く
仕
事
が
で
き
る
こ
と
。

●
部
署
ご
と
に
仕
事
内
容
が
異
な
る
た
め
、

日
々
新
し
い
知
識
を
得
ら
れ
る
こ
と
。

●
専
門
知
識
を
活
か
し
、教
員
の
研
究
や

学
生
の
教
育
活
動
に
貢
献
で
き
る
こ
と
。

●
日
々
様
々
な
仕
事
が
発
生
し
、学
び
や
発

見
が
あ
り
純
粋
に
楽
し
い
。

●
未
来
あ
る
学
生
を
支
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

●
施
設
系
職
員
と
し
て
施
設
整
備
に
携
わ

り
、大
学
を
裏
方
と
し
て
支
え
て
い
る
こ

と
に
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

●
た
く
さ
ん
の
業
種
の
職
員
が
働
い
て
い
て
、

学
び
が
多
い
。

仕
事
を
す
る
上
で

心
が
け
て
い
る
こ
と
は
？

●
困
っ
た
ら
相
談
す
る
こ
と
。

●
ど
の
仕
事
に
も
責
任
を
持
っ
て
取
り
組

む
こ
と
。

●
関
係
す
る
と
こ
ろ
全
て
に
情
報
共
有
。

●
常
に
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
意
識
し
つ
つ
、状

況
に
応
じ
て
仕
事
の
優
先
順
位
を
変
更

す
る
等
臨
機
応
変
に
対
応
す
る
こ
と
。

●
無
理
し
す
ぎ
な
い
こ
と
と
、締
切
に
余
裕

を
も
っ
て
対
応
す
る
こ
と
。

●
人
間
関
係
を
良
好
に
保
つ
こ
と
。

●
学
生
の
手
本
に
な
る
こ
と
、学
生
と

直
接
関
係
な
い
仕
事
で
も
巡
り
巡
っ

て
学
生
の
た
め
に
な
る
と
い
う
意
識
。

●
根
拠
を
も
っ
て
仕
事
に
取
り
組
む

こ
と
、明
る
く
返
答
す
る
こ
と
。

●
報
告
連
絡
相
談
を
し
っ
か
り
す
る
。

●
遅
刻
厳
禁
、締
め
切
り
厳
守
、上
司
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
。

●
仕
事
を
も
ら
っ
た
段
階
で
締
め
切
り
を

確
認
す
る
こ
と
。

働
く
前
と
働
き
始
め
た
後
で
の
、

「
大
学
職
員
」と
い
う
職
業
に

対
す
る
ギ
ャッ
プ
は
？

●
事
務
職
員
と
い
う
と
事
務
作
業
や

補
助
の
よ
う
な
役
割
を
イ
メ
ー
ジ
し

て
い
た
が
、実
際
は
大
学
経
営
な
ど

大
学
の
根
幹
に
近
い
部
分
の
仕
事
も

多
く
、そ
の
点
は
ギ
ャッ
プ
を
感
じ
た
。

●
お
堅
い
イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た
が
、仕
事
中
以

外
は
皆
さ
ん
や
さ
し
く
面
白
い
方
が
多
い
。

●
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
が
基
本
で
は
あ
る
も
の
の
、

イ
ベ
ン
ト
の
準
備
や
設
営
な
ど
、活
動
的

な
業
務
も
多
く
あ
る
こ
と
。

●
高
専
は
半
分
高
校
、半
分
大
学
の
よ
う

な
も
の
だ
か
ら
か
、思
っ
て
い
た
以
上
に

学
生
と
の
関
わ
り
が
あ
る
こ
と
。

●
学
生
対
応
だ
け
で
は
な
く
、幅
広
い
業
務

が
あ
る
こ
と
。

●
業
務
が
か
な
り
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。

●
在
学
中
は
教
務
課
や
キ
ャ
リ
ア
支
援
課

な
ど
、学
生
生
活
と
直
結
す
る
部
分
が
仕

事
の
主
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、地
域

連
携
な
ど
の
部
署
も
あ
る
こ
と
に
驚
き

ま
し
た
。

●
思
っ
て
い
た
以
上
に
覚
え
る
こ
と
が
多
い
。

●
一
口
に「
事
務
」と
い
っ
て
も
、部
署
ご
と

に
仕
事
内
容
が
大
き
く
異
な
る
こ
と
。

●
働
く
前
は
学
生
か
ら
見
え
る
学
務
系
し

か
イ
メ
ー
ジ
が
な
か
っ
た
が
、財
務
系
（
一

般
事
務
に
近
い
）の
職
員
も
多
い
と
知
っ

た
。中
に
は
、学
務
系
を
ほ
と
ん
ど
経
験

し
て
い
な
い
職
員
も
い
る
と
い
う
の
が
驚

き
だ
っ
た
。

●
技
術
系
職
員
の
場
合
、先
生
方
の
授

業
補
助・学
生
の
実
験
補
助
だ
け
で

は
な
く
、自
身
で
も
研
究
を
行
っ
て

い
る
点
。

●
安
全
管
理
が
非
常
に
大
事
な
こ
と
。

●
学
生
よ
り
も
、職
員
同
士
や
教
員
と
の

や
り
と
り
が
多
い
こ
と
。

●
仕
事
の
幅
が
広
い
。

Q10

Q11

わ
っ
て
き
て
、ア
カ
マ
ツ
が
重
ね
て
き

た
年
月
の
重
み
と
先
輩
の
技
量
を

ひ
し
ひ
し
と
感
じ
た
。

●
1
年
目
で
空
調
設
備
改
修
工
事
の
発
注

業
務
及
び
現
場
監
理
に
携
わ
り
ま
し
た
。

工
事
が
終
了
し
、自
身
が
携
わ
っ
た
業
務

に
と
て
も
や
り
が
い
を
感
じ
ま
し
た
。

●
入
社
し
た
年
に
研
究
室
の
引
っ
越
し
が
あ

り
、ま
た
大
型
機
械
が
い
く
つ
も
あ
っ
た

た
め
、引
っ
越
し
か
ら
研
究
室
が
ち
ゃ
ん

と
軌
道
に
の
る
ま
で
1
年
近
く
か
か
っ
た

こ
と
。ま
た
、大
型
機
械
の
運
搬
に
は
、歴

史
的
遺
産
の
移
動
を
行
う
専
門
チ
ー
ム

に
よ
る
運
搬
だ
っ
た
こ
と
。

こ
れ
か
ら
受
験
を
考
え
て
い
る
方
に

向
け
て
、国
立
大
学
法
人
等
職
員

と
し
て
働
く
お
す
す
め
ポ
イ
ン
ト
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

●
や
り
が
い
と
共
に
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ

ラ
ン
ス
が
整
っ
て
い
て
、プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
も
楽
し
め
ま
す
。

●
近
く
で
大
学
生
の
様
子
を
見
る
こ

と
が
で
き
、様
々
な
環
境
や
気
持
ち

で
頑
張
っ
て
い
る
姿
が
み
ら
れ
る
の

で
、学
生
の
た
め
に
頑
張
ろ
う
と
思

え
ま
す
。ま
た
、職
場
内
で
子
育
て

に
理
解
を
示
し
て
い
る
方
が
多
い
と

感
じ
ま
す
。実
際
に
子
育
て
を
し
な

が
ら
仕
事
を
し
て
い
る
先
輩
方
を

見
て
、プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
面
で
も
将

来
像
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
が
魅
力
で
す
。

●
自
分
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
や
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ

ン
に
合
わ
せ
て
、無
理
な
く
働
く
こ
と
が

で
き
る
と
思
い
ま
す
！

●
大
学
職
員
は
、学
生
や
教
員
だ
け
で
な

く
、医
療
系
職
員
や
業
者
の
方
、地
域
の

方
々
な
ど
様
々
な
職
種
の
人
と
接
す
る

機
会
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
と
も
に
、お
仕

事
も
人
事
系
や
財
務
系
、学
務
系
な
ど

幅
広
い
業
務
が
あ
る
の
で
、常
に
成
長
で

き
る
お
仕
事
だ
と
思
い
ま
す
。

●
部
署
ご
と
に
必
要
な
知
識
・ス
キ
ル
が
違

う
の
で
、日
々
学
び
な
が
ら
様
々
な
仕
事

に
挑
戦
で
き
る
こ
と
。

●
様
々
な
部
署
が
あ
る
の
で
、そ
れ
ぞ
れ
が

担
当
し
て
い
る
仕
事
を
伝
え
合
う
だ
け

で
自
分
の
視
野
を
広
げ
ら
れ
る
環
境
だ

と
感
じ
て
い
ま
す
。

●
福
利
厚
生
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
。

●
労
働
条
件
の
良
さ（
休
暇
の
取
り
や
す
さ
な
ど
）

●
親
身
に
寄
り
添
っ
て
支
援
を
し
て
い
た

学
生
が
卒
業
す
る
と
き
は
、特
別
な
気

持
ち
に
な
り
ま
す
。も
う
会
え
な
い
の
か

と
し
ん
み
り
も
し
ま
す
が
、新
た
な
旅
立

ち
を
祝
福
し
社
会
へ
送
り
出
し
ま
す
。学

生
の
支
援
の
仕
方
も
教
員
と
は
異
な
る

ア
プ
ロ
ー
チ
な
の
で
、大
学
職
員
な
ら
で

は
の
魅
力
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
か
ら
受
験
を
考
え
て
い
る
方

に
向
け
て
、あ
な
た
が
取
っ
た
試
験

対
策
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

●
1
次
試
験
は
地
方
上
級
レ
ベ
ル
の
問

題
集
を
何
度
も
解
き
ま
し
た
。2
次

試
験
は
、予
想
さ
れ
る
質
問
に
対
す

る
回
答
を
文
で
暗
記
せ
ず
自
分
の

考
え
や
回
答
の
方
向
性
を
ま
と
め

る
程
度
で
整
理
し
、そ
れ
を
簡
潔
に

話
す
よ
う
に
心
が
け
ま
し
た
。

●
そ
の
大
学
が
特
に
力
を
入
れ
て
い
る

こ
と
は
何
か
を
Ｈ
Ｐ
や
大
学
案
内

か
ら
読
み
取
り
、自
分
な
り
の
考
え

を
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
お
い
た
。

●
1
次
試
験
：
公
務
員
試
験
と
内
容
が
似

て
い
る
た
め
、各
自
治
体
な
ど
の
過
去
問

を
探
し
て
解
い
た
。

●
１
次
試
験
対
策
は
、過
去
問
を
解
け
る

よ
う
に
な
る
ま
で
何
度
も
解
き
続
け
る
、

２
次
試
験
対
策
は
各
大
学
の
S
N
S
も

チ
ェ
ッ
ク
し
て
、特
色
を
把
握
す
る
こ
と

を
意
識
し
て
い
ま
し
た
。自
分
な
り
の
や

り
方
を
見
つ
け
て
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
2
次
試
験（
面
接
）対
策
と
し
て
、国
立

大
学
が
抱
え
て
い
る
課
題
に
対
し
て
、大

学
職
員
と
い
う
立
場
か
ら
ど
の
よ
う
に

解
決
に
関
わ
っ
て
い
け
る
か
と
い
う
観
点

で
自
分
の
考
え
を
話
せ
る
よ
う
面
接
対

策
を
行
い
ま
し
た
。

●
ま
ず
判
断
推
理
・
数
的
推
理
問
題
対
策

を
最
優
先
で
や
る（
問
題
数
が
多
く
、対

策
に
時
間
が
か
か
ら
な
い
た
め
）。

●
第
２
次
試
験
は
、リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て

自
分
ら
し
さ
を
出
せ
る
よ
う
何
回

も
練
習
し
ま
し
た
。（
鏡
の
前
や
動

画
に
撮
っ
た
り
も
し
ま
し
た
）。

●
面
接
対
策
で
、過
去
の
自
分
が
や
っ
て
き

た
こ
と
を
振
り
返
る
。

●
面
接
練
習
は
複
数
の
友
人
と
行
い
、様
々

な
意
見
を
聞
き
練
習
し
ま
し
た
。

●
問
題
集
を
た
く
さ
ん
解
い
た
り
、面
接
対

策
の
本
を
読
ん
だ
り
し
た
。大
学
の
こ
と

を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
読
ん
で
、大
学

で
は
ど
ん
な
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か

を
知
る
。

Q12Q15

Q13

Q14
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弘
前
大
学
で
は
、

特
色
あ
る
学
生
支

援
と
し
て
、青
森
県

内
市
町
村
の
地
元

産
品
を
活
用
し
た

食
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
実
施
し
て
い
ま

す
。本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、多
く
の
市
町
村

職
員
も
参
加
し
、各
市
町
村
の
魅
力
を
学
生
に

伝
え
る
こ
と
も
目
的
と
し
て
い
ま
す
。職
員
は
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
企
画
や
運
営
、各
市
町
村
と
調

整
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

地
元
産
品
を

活
用
し
た
食
支
援

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

弘前大学 01

　

岩
手
大
学
で
は
、

教
育
で
得
た
知
識

を
実
践
す
る
場
と
し

て「
学
内
カ
ン
パ

ニ
ー
」と
い
う
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
あ
り
ま
す
。

学
生
が
社
長
・
代
表

者
及
び
社
員
と
な

り
、教
職
員
は
顧
問

や
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
参
画
す
る
バ
ー
チ
ャ
ル

企
業
で
、一
般
企
業
と
同
様
に
、事
業
計
画
か
ら
、

設
計
、発
注
、製
作
、ま
た
、業
績
把
握
や
損
益

確
認
ま
で
を
行
い
ま
す
。

会
社
を
立
ち
上
げ

運
営
を
実
体
験
す
る

「
学
内
カ
ン
パ
ニ
ー
」

岩手大学 02

　

東
北
大
学
は
２
０

２
０
年
の「
オ
ン
ラ
イ

ン
事
務
化
宣
言
」後
、

学
内
公
募
に
よ
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を

結
成
し
、従
来
あ
た

り
ま
え
と
さ
れ
て
い

た
業
務
の
あ
り
方
を

デ
ー
タ
と
デ
ジ
タ
ル

技
術
を
活
用
す
る
こ
と
で
、ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
時
代

に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
研
究
環
境
の
実
現
と
、魅
力

あ
る
職
場
環
境
の
創
成
を
目
指
し
様
々
な
取
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

業
務
の
D
X
推
進

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

東北大学 03

　

宮
城
教
育
大
学

で
は
、教
職
の
理
解

お
よ
び
出
身
地（
東

北
地
方
）へ
の
教
員

就
職
率
向
上
を
目

的
に
、学
部
１
年
生

が
母
校
の
小
学
校
ま

た
は
中
学
校
で
１
週

間
程
度
学
校
現
場

を
体
験
す
る
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
ま
す
。平

成
２９
年
度
に
青
森
県
と
宮
城
県
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
、令
和
４
年
度
に
東
北
全
県
で
実
施
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

１
年
次
学
校
体
験

（
ふ
る
さ
と

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）

宮城教育大学 04

　

外
国
人
学
生
の

受
入
・
日
本
人
学
生

の
派
遣
等
を
は
じ
め

と
し
た
様
々
な
国
際

交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

展
開
に
よ
っ
て
、学
生

た
ち
の
海
外
に
対
す

る
意
識
の
向
上
、異

文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。留
学
生
と

日
本
人
学
生
が
一
緒
に
生
活
す
る
混
住
型
国
際

寮
を
運
営
し
、学
内
に
お
い
て
も
国
際
感
覚
を

身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
エ
ン
ジ
ニ
ア

育
成
事
業

八戸工業高等専門学校 08

　

科
学
技
術
の
広

報
、科
学
技
術
の
発

展
を
担
う
人
材
の
育

成
、科
学
技
術
の
社

会
へ
の
還
元
に
よ
る

地
域
社
会
の
発
展
へ

の
寄
与
等
を
目
的
に

R
4
．8
月
に
ス
リ
ー

エ
ム
仙
台
市
科
学
館

と
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。連
携
事
業
の
1
つ
と

し
て
、科
学
館
に
お
い
て
学
生
が
科
学
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
タ
ー
と
な
り
、体
験
教
室（
リ
カ
レ
ン
ジ
ャ
ー
）

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

科
学
館
と
共
に

地
域
の
発
展
へ
寄
与

仙台高等専門学校 10

　

1
年
次
は
混
合
学
級
と
し
4
学
級
に
分

け
て
運
営（
１
年
次
の
成
績
で
2
年
次
か
ら

の
基
礎
コ
ー
ス
決
定
）、2
・
3
年
次
は
基
本

コ
ー
ス
で
技
術
者
の
素
養
を
育
成（
3
年
次
の

成
績
で
4
年
次
か

ら
の
応
用
分
野
決

定
）、4・5
年
次
は

応
用
分
野
で
課
題

発
見
・
解
決
能
力

な
ど
実
践
力
を
養

成
し
、融
合
複
合

技
術
者
の
育
成
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

融
合
複
合
技
術
者
の

育
成
を
目
指
し
た

学
科
編
成

12

　

一
関
高
専
教
育

研
究
振
興
会
に
所

属
し
て
い
る
企
業
か

ら
出
さ
れ
た
課
題
を

も
と
に
、学
生
の
視

点
で
課
題
解
決
に
取

り
組
み
ま
す
。令
和

3
年
度
に
取
り
組
ん

だ
学
生
の
チ
ー
ム

は
、可
搬
型
ロ
ボ
ッ
ト

に
よ
る
医
薬
品
調
製
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
、ロ
ボ
ッ

ト
ア
ー
ム
で
世
界
初
の
放
射
性
医
薬
品
調
合
実

証
実
験
に
成
功
し
ま
し
た
。

課
題
解
決
型

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

一関工業高等専門学校 09

　

令
和
４
年
４
月
に

地
域
創
造
支
援
セ
ン

タ
ー
と
う
つ
く
し
ま

ふ
く
し
ま
未
来
支
援

セ
ン
タ
ー
を
統
合
し
、

地
域
未
来
デ
ザ
イ
ン

セ
ン
タ
ー
を
設
置
し

ま
し
た
。地
域
と
連

携
し
た
教
育
及
び

研
究
を
支
援
し
、地
域
課
題
解
決
や
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
創
出
に
貢
献
す
る
と
共
に
、新
し
い
地
域

社
会
の
在
り
方
を
提
案
し
、地
域
創
生
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

福
島
大
学
地
域
未
来

デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
の

設
置
に
つ
い
て

福島大学 07

　

秋
田
高
専
で
は
、

2
0
2
0
年
か
ら
地

域
貢
献
の
一
環
と
し

て
、秋
田
県
内
の
中

学
校
と
連
携
し
た

英
語
教
育
サ
ポ
ー
ト

事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。こ
れ
は
、中
学
生

と
本
校
留
学
生
と
が

オ
ン
ラ
イ
ン
を
通
し

て
、英
語
で
交
流
を
行
う
も
の
で
す
。2
0
2
2

年
現
在
、4
つ
の
中
学
校
と
こ
の
交
流
授
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

中
学
校
と
留
学
生
と
の

英
語
オ
ン
ラ
イ
ン

交
流
授
業
の
実
施

秋田工業高等専門学校 11

　

東
京
電
力
福
島

第
一
原
子
力
発
電

所
の
廃
炉
に
は
、多

様
な
分
野
の
叡
智

を
集
結
し
て
課
題

を
克
服
し
、安
全
か

つ
着
実
に
作
業
を
進

め
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。こ

の
廃
炉
作
業
を
進
め
て
い
く
上
で
必
要
と
な
る

人
材
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
一

環
で
全
国
の
高
専
生
を
対
象
と
し
た「
廃
炉
創

造
ロ
ボ
コ
ン
」を
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

廃
炉
に
向
け
た

人
材
育
成

福島工業高等専門学校 13

　

秋
田
県
は
か
つ
て

国
内
有
数
の
資
源

の
産
地
で
あ
り
、本

学
は
開
学
以
来
日

本
の
高
度
成
長
の

原
動
力
と
な
る
資

源
研
究
・
人
材
育
成

を
担
っ
て
き
ま
し
た
。

国
際
資
源
学
部
で

は「
海
外
資
源
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」を
通
し
、海

外
実
習
の
機
会
を
設
け
、エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に
直

面
す
る
現
代
に
お
い
て
、国
境
を
越
え
課
題
解
決

で
き
る
人
材
育
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
が
抱
え
る
課

題
解
決
に
向
け
、県

内
の
計
59
機
関
が

加
盟
す
る
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
を
設
置
し

ま
し
た
。産
学
官
金

医
の
連
携
の
下
、地

域
を
支
え
る
人
材
の

育
成
及
び
県
内
産

業
の
変
革
に
貢
献
で
き
る
人
材
を
創
出
す
る
と

と
も
に
、高
等
教
育
機
関
の
知
的
資
源
を
活
用

し
地
域
の
新
た
な
価
値
を
創
出
す
る
こ
と
で
、地

域
の
持
続
的
発
展
に
貢
献
し
ま
す
。

世
界
・
地
域
を
視
野
に

未
来
を
創
造
す
る

秋田大学 05
や
ま
が
た
社
会
共
創

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

山形大学 06

特
集

各
機
関
で
進
め
ら
れ
て
い
る

特
徴
的
な
事
業
や

地
域
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
を

紹
介
し
ま
す
。

QRコードからWebサイトも
チェックしてみてくださいね

※
04
の
Q
R
コ
ー
ド
の
み
機
関
H
P
の

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
へ
の
リ
ン
ク
と
な
っ
て

い
ま
す
。
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　本校は、庄内地域唯一の工業系高等教育機関として、１学科
４コース制の創造工学科と専攻科を有し、豊かな人間性を備え、
創造力に富んだ技術者の養成を目標としています。また、本校は
高専機構の研究拠点「K-ARC」の設置と研究成果の教育への
フィードバック、地元企業からの要望に応えるべく複合・融合分
野で活躍できる人材育成など、地域発のグローバルエンジニア
の育成にも積極的に取り組んでいます。新しい取り組みを実施
することで常に進化し続ける本校で、私達と一緒に切磋琢磨し、
あなた自身の成長に繋げてみませんか。

人と地球と環境に優しい技術者を育みます

鶴岡工業高等専門学校

採用担当部署／総務課人事係
0235-25-9015 jinji@tsuruoka-nct.ac.jp

： 
： 

： 
： 

太田 道也
〒997-8511
山形県鶴岡市井岡字
沢田104
104名
824名

校 長
所 在 地

教職員数
学 生 数

https://www.tsuruoka-nct.ac.jp/ 公式サイト

独立行政法人国立高等専門学校機構

　福島市の郊外に位置し、吾妻・安達太良を遠望する、緑溢れ
る環境の中にあります。ワンキャンパスで人文系学生、理工系学
生、農学系学生がともに授業や課外活動で交流できる教育環境
です。「地域と共に21世紀的課題に立ち向かう大学」を基本理
念とし、「解のない問いにチャレンジできる人材」を育てることを目
的に掲げています。令和５年度には、食農科学研究科の新設に
加え、イノベーション人材の育成を目指して大学院を一新しま
す。自らの可能性に挑戦し、私たちと一緒に新生福島大学の未
来を切り拓いてみませんか。

地域と共に21世紀的課題に立ち向かう大学

福島大学

採用担当部署／人事課任用係
024-548-8007 saiyo@adb.fukushima-u.ac.jp

： 
： 

： 
： 

三浦 浩喜
〒960-1296
福島県福島市
金谷川１番地
440名
学　部／4,093名
大学院／   284名

学 長
所 在 地

教職員数
学 生 数

https://www.fukushima-u.ac.jp/ 公式サイト

国立大学法人

　秋田高専は、1学科4系8コース制の創造システム工学科と専
攻科を有し、高度な専門知識と柔軟な問題解決能力を備えた創
造性豊かな技術者の育成を目指しています。事務系・技術系職員
は40名おり、総務課、学生課及び技術教育支援センターの各課
等に所属し、学校の管理運営、教育研究支援業務に従事してい
ます。中学卒業後の5年間一貫の教育現場は、職員との距離が近
く、良い刺激を受けながら学生と共に自分自身も大きく成長させる
ことができます。未来を担う人材育成の一助となるべく、私たちと
一緒に働いてみませんか。

創造性豊かな実践的技術者の育成

秋田工業高等専門学校
独立行政法人国立高等専門学校機構

採用担当部署／総務課人事係
018-847-6006 jinji-dv@akita-nct.ac.jp

： 
： 

： 
： 

高橋 雅之
〒０１１-８５１１
秋田県秋田市
飯島文京町１番１号
98名
本　科／812名
専攻科／  46名

校 長
所 在 地

教職員数
学 生 数

https://www.akita-nct.ac.jp/ 公式サイト

国立大学法人

　山形大学は、人文社会科学部、地域教育文化学部、理学部、
医学部、工学部、農学部の６学部と大学院及び各種教育研究支
援施設からなる総合大学です。「地域創生」「次世代形成」「多文
化共生」を使命として掲げ、学生教育はもちろん、地域に根ざした
研究や世界最先端の研究を進め、その成果を社会に還元するこ
とに力を入れています。学生目線を大切にして、学生とともに成長
する大学の実現を目指して教職員が一丸となって取り組んでおり
ます。山形大学の発展及び地域貢献のために働く強い意欲のあ
る方をお待ちしております。

学生目線の大学創り ～すべては学生の学びと社会のために～

山形大学

採用担当部署／総務部人事課人事担当
023-628-4023 yu-sjinin@jm.kj.yamagata-u.ac.jp

： 
： 

： 
： 

玉手　英利
〒990-8560
山形県山形市小白川町
2,361名
学　部／7,284名
大学院／1,296名

学 長
所 在 地

教職員数
学 生 数

https://www.yamagata-u.ac.jp/jp/ 公式サイト
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Employment Information
山形大学

鶴岡工業高等専門学校

福島工業高等専門学校

国立岩手山青少年交流の家

国立花山青少年自然の家

国立那須甲子青少年自然の家

国立磐梯青少年自然の家 福島大学

秋田工業高等専門学校

　福島高専は、いわき市の中央部に位置し、温暖で過ごしやすい環
境の中、多くの学生が学んでいます。本科5学科と専攻科を有して
おり、全国でも数少ないビジネス系の学科を持つことが大きな特徴
です。東日本大震災、福島第一原子力発電所事故からの復興に向
けて、自治体や企業と連携した各種事業も積極的に実施していま
す。福島県の発展を支えながら、次代を担う人材の育成にも携われ
る職場です。地域社会から望まれる“きらりと光る”福
島高専であるために、柔軟な発想と行動力で、新し
い取組に挑戦できる方を待っています。

グローカルに活躍する次世代技術者を育成する
福島工業高等専門学校

： 
： 

： 
： 

山下 治
〒970-8034
福島県いわき市
平上荒川字長尾30
   113名
1,019名

校 長
所 在 地

教職員数
学 生 数

https://www.fukushima-nct.ac.jp/ 公式サイト
採用担当部署／総務課人事係

0246-46-0707 jinji@fukushima-nct.ac.jp

独立行政法人国立高等専門学校機構

連絡先／総務・管理係 0242-62-2773

： 
： 

：  

小野 保
〒969-3103
福島県耶麻郡猪苗代町
字五輪原7136-1 
15名

所 長
所 在 地

教職員数

https://bandai.niye.go.jp/ 公式サイト

国立磐梯青少年交流の家
独立行政法人国立青少年教育振興機構

　国立磐梯青少年交流の家は、名峰磐梯山の南面に位置し、
近くには猪苗代湖裏磐梯などの豊かな研修環境が広がってお
り、この自然の中、登山やウィンタースポーツ、会津の歴史や文
化、自然の学習など、様々な体験と感動を提供しています。この
素晴らしい環境の中、青少年教育に携わってみませんか。

連絡先／総務係 0228-56-2311（代表）

： 
： 

：  

佐藤 秀雄
〒987-2593
宮城県栗原市花山
本沢沼山61-1 
14名

所 長
所 在 地

教職員数

https://hanayama.niye.go.jp/ 公式サイト

国立花山青少年自然の家
独立行政法人国立青少年教育振興機構

　国立花山青少年自然の家は、宮城・秋田・岩手・山形にまたが
る栗駒国定公園の主峰「栗駒山」南麓で体験活動を展開し、沢
を遡上しつつ深みに飛び込んだり滝を登ったりする『沢のぼり』
をはじめとするプログラムを行っています。青少年の育成というや
りがいある仕事に従事し、自己実現を図ってみませんか！

： 
： 

：  

小野 保
〒961-8071
福島県西白河郡西郷村
大字真船字村火6-1
14名

所 長
所 在 地

教職員数

国立那須甲子青少年自然の家

連絡先／総務係
0248-36-2334

https://nasukashi.niye.go.jp/ 公式サイト

nasukashi-so@niye.go.jp

独立行政法人国立青少年教育振興機構

　自然豊かな日光国立公園内の約130万㎡の広大なフィールドを
使い、阿武隈川源流での環境学習、森林をめぐるハイキング、パウ
ダースノーを楽しむスノーシューなど、那須甲子地域の四季を感じる
自然体験を提供しています。　次代を担う心豊かな青少年を育成
する社会教育に携わってみませんか。

： 
： 

：  

宮西 嘉樹
〒020-0601
岩手県滝沢市後292 
14名

所 長
所 在 地

教職員数

国立岩手山青少年交流の家

連絡先／総務係 019-688-4224

https://iwate.niye.go.jp/ 公式サイト

独立行政法人国立青少年教育振興機構

　国立岩手山青少年交流の家は、盛岡市から車で約30分の滝
沢市にあり、四季折々の自然体験や生活体験等の活動を通し
て、青少年の健全育成を目的とする集団宿泊研修施設です。秀
峰岩手山南東部の麓の自然環境の中、地域住民や地元の小中
学校、近隣大学等と連携した事業運営を展開してみませんか。
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Employment Information

　弘前大学では、「世界に発信し、地域と共に創造する弘前大
学」をモットーに、積極的かつ独創的な発想の基に改革を推進し、
本学の立地する青森県の特性を生かした個性豊かな新しい大学
を創造するため、また、地域社会でリーダーとして活躍し、さらに全
国、世界に羽ばたく国際感覚豊かな人材の育成と教育、研究、地
域貢献等の一層の充実のため、様々な取り組みを行っています。
これらの取り組みを更に充実・発展させるため、弘前大学は、みな
さんの新鮮な感性、柔軟な発想、行動力を必要としています。

世界に発信し、地域と共に創造する弘前大学

弘前大学

採用担当部署／総務部人事課人事グループ
0172-39-3021 jm3019@hirosaki-u.ac.jp

： 
： 

： 
： 

福田 眞作
〒036-8560
青森県弘前市文京町１
2,057名
学　部／5,962名
大学院／1,003名

学 長
所 在 地

教職員数
学 生 数

https://www.hirosaki-u.ac.jp/ 公式サイト

国立大学法人

 岩手大学は、宮澤賢治も学んだ歴史と伝統を持ち、市街地にあ
りながら緑あふれるキャンパスに人文社会科学部、教育学部、理
工学部、農学部の４学部及び教育研究施設等が集まる総合大
学です。また、学術文化の創造と幅広く深い教養と高い専門性を
備えた人材の育成により、地域社会の文化の向上と国際社会の
発展に貢献することを目指しています。「岩手の“大地”と“ひと”と
共に」を校是に掲げ、地域活性化の中核的拠点として教育・研
究・社会貢献活動を推進する岩手大学で、あなたの力を発揮し
てみませんか。

岩手の “大地” と “ひと” と共に

岩手大学

採用担当部署／法人運営部人事課人事グループ
019-621-6010 sjinji@iwate-u.ac.jp

： 
： 

： 
： 

小川 智
〒020-8550
岩手県盛岡市
上田3丁目18-8
707名
学　部／4,553名
大学院／   847名

学 長
所 在 地

教職員数
学 生 数

https://www.iwate-u.ac.jp/ 公式サイト

国立大学法人

　東北大学は日本で3番目の帝国大学として明治40年に設立さ
れました。杜の都仙台の中心部に4キャンパスを構え、10学部、15
大学院、6研究所、病院、附属図書館等多くの研究施設を擁して
います。建学以来、研究第一・門戸開放・実学尊重の理念のもと、
優れた人材を輩出するとともに、数多くの研究成果を創出してき
ました。指定国立大学法人である本学は、創造と変革を先導する
「世界から尊敬される三十傑大学」を目指して様々な課題に挑戦
しています。私達とともに本学の未来を切り開いていく情熱ある方
をお待ちしています。

創造と変革を先導する大学

東北大学

採用担当部署／人事企画部人事企画課人材育成係
022-217-4825 saiyo@grp.tohoku.ac.jp

： 
： 

： 
： 

大野 英男
〒980-8577
宮城県仙台市青葉区
片平二丁目1-1
6,439名
学　部／10,644名 
大学院／  7,041名

総 長
所 在 地

教職員数
学 生 数

https://www.tohoku.ac.jp/ 公式サイト

国立大学法人

　八戸高専は、国立51高専のトップをきって４学期制を導入し、
自主探究学習等による学生の課題発見能力を育成する教育に取
り組んでいます。「国際的エンジニア育成特別選抜」として新たに
推薦選抜枠を拡充し、学生が15歳から国際感覚やコミュニケー
ション能力を身につけられるようシェアハウス型国際混住寮を運
営するなど国際社会で活躍できる人材の育成に力を入れていま
す。常に新たな諸改革に取り組み、ステップアップしている八戸高
専では、若い感性と柔軟な発想、そして積極的な行動力を発揮し
てくれる方をお待ちしています。

活力ある学びの場、あなたの力を生かす場所

八戸工業高等専門学校

採用担当部署／総務課職員係
0178-27-7229 jinji-o@hachinohe-ct.ac.jp

： 
： 

： 
： 

圓山 重直
〒039-1192
青森県八戸市大字
田面木字上野平16番地1
  96名
885名

校 長
所 在 地

教職員数
学 生 数

https://www.hachinohe-ct.ac.jp/ 公式サイト

独立行政法人国立高等専門学校機構

　一関高専は、仙台市と盛岡市の中間地点にあり、岩手県南・
宮城県北にある工学系高等教育機関として地域に求められる技
術者を養成しています。平成29年度に近年の産業構造の変化
に対応するため、これまでの４学科を新設の「未来創造工学科」
に改組しました。これにより、グローバル化へ対応した研究開発・
試作提案等の業種に携わる人材や、新たな科学技術の創出及
び関連する産業の創出につながる人材の育成を目指します。一
関高専は、あなたの能力を求めています！ここ一関で、私たちと
一緒に新しい高専を作っていきましょう。

感性豊かな実践的・創造的技術者の育成

一関工業高等専門学校

採用担当部署／総務課人事給与係
0191-24-4705 s-jinji@ichinoseki.ac.jp

： 
： 

：   
： 

荒木 信夫
〒021-8511
岩手県一関市
萩荘字高梨
  97名
799名

校 長
所 在 地

教職員数
学 生 数

https://www.ichinoseki.ac.jp/ 公式サイト

独立行政法人国立高等専門学校機構

　宮城教育大学は、昭和40年に東北地区唯一の教員養成単
科大学として創設されて以来、教員養成に効果的な課程編成
や、大学院の設置等、よりよい教育を目指して数々の改革を実践
してきました。また、本学は附属幼稚園・小学校・中学校・特別支
援学校を有し、各校園において教育に関わる研究課題に取り組
み、児童生徒の教育はもとより、教育実習生の受け入れも行うな
ど、全キャンパスが教育で活気づいています。教育への熱い思い
を持ったこの宮城教育大学で、教育の未来のためにあなたの力
を発揮しませんか？

教育の未来と子どもたちの未来のために

宮城教育大学

採用担当部署／経営企画課人事係
022-214-3307 muejinji@grp.miyakyo-u.ac.jp

： 
： 

： 
： 

村松 隆
〒980-0845
宮城県仙台市青葉区
荒巻字青葉149番地
   270名
1,571名

学 長
所 在 地

教職員数
学 生 数

https://www.miyakyo-u.ac.jp/ 公式サイト

国立大学法人

　仙台高専は、平成21年10月に仙台電波高専（仙台）と宮城高
専（名取）が高度化再編により統合し発足した、国内最大規模の
高専です。本校はアクティブラーニングの推進など教育改革に努
めるほか、国際的に通用する技術者の育成のため、海外への長
期インターンシップや学術交流協定校と学生の相互交流等にも
力を入れています。仙台高専で、地域に根ざしながら国際的に活
躍できる若い技術者養成のために、あなたの若い力・創造性豊
かな知恵・柔軟な行動力・無限の可能性を発揮してみませんか。

国際的に通用する人間性豊かな人材の育成

仙台高等専門学校

採用担当部署／総務課 人事・労務係
022-391-5510 jinjiroumu@sendai-nct.ac.jp

： 
：
 

： 
： 

澤田 惠介

   192名
1,592名

校 長
所 在 地

教職員数
学 生 数

https://www.sendai-nct.ac.jp/ 公式サイト

〈広瀬キャンパス〉
〒989-3128　宮城県仙台市青葉区
愛子中央4丁目16番1号
〈名取キャンパス〉
〒981-1239　宮城県名取市愛島
塩手字野田山48番地

独立行政法人国立高等専門学校機構

　秋田大学は、国際資源学部、教育文化学部、医学部、理工学
部の４学部からなり、約５千人の学生が学ぶ県内唯一の総合大
学です。「学生第一」の考えの基、次代を担う学生を育むことを通
して、地域貢献や世界に通じる大学を目指しています。地域の課
題解決に尽力し魅力を再発信する地方創生センターや、高齢化
や自殺予防といった秋田県が抱える諸課題を解決する高齢者医
療先端研究センター、自殺予防総合研究センター等の研究施設
を学内設置し、最先端の研究に取り組んでいます。みなさんと共
に仕事ができることを、楽しみにしています。

「学生第一」で、地域に貢献し世界に通じる大学へ

秋田大学

採用担当部署／人事課人事担当
018-889-2215 jinninyo@jimu.akita-u.ac.jp

： 
： 

： 
： 

山本 文雄
〒010-8502
秋田県秋田市
手形学園町１番１号
1,812名
5,196名

学 長
所 在 地

教職員数
学 生 数

https://www.akita-u.ac.jp/honbu/ 公式サイト

国立大学法人

秋田大学

仙台高等専門学校

東北大学

弘前大学 八戸工業高等専門学校

一関工業高等専門学校

岩手大学

宮城教育大学
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　第１次試験である「国立大学法人等職員統一採用試験」を全国
７つの地区（北海道、東北、関東甲信越、東海・北陸、近畿、中国・
四国、九州）で実施し、第２次試験は各機関で行います。
　東北地区の国立大学法人等への採用を希望する場合、採用
希望地区として「東北地区」を選択の上、第１次試験に合格し、採
用を希望する国立大学法人等が実施する第２次試験を受験して
いただく流れになります。

採用までの流れ （試験区分別）

採用試験に関するQ&A

事　務 図　書

電気
機械
土木
建築
化学
物理

電子･情報
資源工学
農学
林学
生物･生命科学

※第2次試験からは各機関ごとの試験を受けます。 併願も可能です。 最終合格は各機関から出されます。

各機関からの最終合格（内定）

図書系
専門試験

各機関ごとの第2次試験
面接等 専門的知識の考査及び面接等

第1次試験合格

第1次試験
教養試験

合同説明会

東
北
地
区

第1次試験申込

採用試験について

東北地区での採用を希望していま
すが、東北地区以外で受験するこ
とはできますか？

第１次試験については、ご自身が希望
する地区を選択することができます。必
ずしも採用を希望する地区で第１次試
験を受験する必要はありません。第２次
試験は、申込時に選択した採用希望地
区の機関を受験することになります。第
1次試験受験地区と採用希望地区の選
択を誤らないようご注意ください。

大学を卒業していなければ受験できませんか？

大学を卒業していなくても受験できます。試験問題の
レベルは大学卒程度ですが、学歴や資格の有無は一切
問いません。

Q
A

既卒者ですが、受験にあたって不利になりませんか？

第２次試験において、総合的に採否を決定します。その
ため、既卒者だからといって不利となることはありま
せん。

Q
A

受験申込の方法を教えてください。

申込方法はインターネット受付のみとなります。
郵送や持参による申し込みは一切受け付けま
せんので、ご注意ください。

Q
A

障がいを持っていますが、受験する際に特別な措置を受けることはできますか？

個々の障がいや怪我の程度に応じ、可能な範囲で配慮を行っています。具体的な措置としては、補聴器の使用、
車椅子の使用、拡大文字による試験や座席の配慮等の措置があります。

Q
A

過去の試験問題は公表していますか？

公表していません。ただし、第１次試験の例題
はホームページ上で公表していますので、参考に
してください。

Q

A

各機関で実施する第２次試験は、
１つの機関しか受けられないの
ですか？

日程が重ならない限り、複数の機関を
受験できます。ただし、採用内定に応じ
られるのは１機関のみです。

Q
A

第２次試験結果に対する「応諾」とは何ですか？

第２次試験を受験した機関から、内定の連絡を受けて、
当該機関への入職を承諾することです。第２次試験は、
複数の機関を受験可能ですが、応諾できる機関は１つの
みです。応諾するにあたっては、辞退することのないよう
慎重に判断してください。

■採用試験全般に関すること

■第１次試験に関すること

■第2次試験に関すること

採
用
試
験
に
つ
い
て
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機関概要

組織のイメージ図

国立大学法人等とは

　国立大学は教育・研究・社会貢献を役割とする高い公共性と社会への強い影響力を有する機関であり、学問分
野・国境・世代を越えてあらゆる「知」が集結しています。「知」のプラットフォームとも言える国立大学には、
Society5.0を主導し、SDGsの達成を世界に先駆けて実現していくことが期待されています。また、知識集約型社会
への転換において、国立大学が社会変革の原動力となることも求められています。
　くわえて、各国立大学は、自主的な発想によりそれぞれの特色に応じた積極的な大学経営に取り組んでいます。

　国立大学法人等職員に採用となった場合に配属される組織に
ついて、国立大学を例に照会します。事務局の各部および各部局事
務には複数の課または係が、各課には複数の係が置かれています。
　組織の規模によって組織の形は変わるため、詳細は各機関の
HP等で確認してください。　国立大学法人等は国立大学法人、独立行政法人国

立高等専門学校機構、独立行政法人国立青少年教育
振興機構等から構成され、東北地区には17の機関が
あります。
　国立大学法人等では教育、研究、地域貢献、国際貢
献等を通じて、社会の発展に寄与するという公的な役
割を担い、各機関はそれぞれの個性と特色を活かし、
社会的使命を果たすための取り組みを行っています。

組織概要

国立大学法人

　国立高等専門学校は、理工系に秀でた中学卒業者へ5年間の一貫した専門教育を行い、高専卒業者を対象と
した２年間の専攻科も設置することで、産業界の技術革新と構造変化に即応した実践的かつ優秀な「エンジニア」
を育成することを目的としています。
　また、国際交流の推進に伴い積極的に留学生を受け入れ、地域企業との交流・連携により各地域社会の発展へ
貢献するなど、着実にその存在をアピールしています。

独立行政法人国立高等専門学校機構

　国立青少年教育振興機構は、青少年や青少年教育関係者に対し、教育的な観点から総合的・体系的な一貫性
のある体験活動や研修の機会を提供するとともに、青少年教育に関する調査研究等も行い、青少年教育の振興お
よび青少年の健全育成を図ることを目的としています。
　東北地区の４施設についても、青少年教育の振興のための「教育拠点」として、豊かな自然環境と地域や郷土の
特色を活かした研修プログラムを実施しています。
※本採用試験から直接の採用は行っていません。

独立行政法人国立青少年教育振興機構

７機関

6機関

4機関

学　長

理　事

監　事

総 務 部

研究協力部

財 務 部事 務 局

附 属 図 書 館

○○学部・○○研究科

○ ○ 研 究 所

医 学 部 附 属 病 院

学内共同教育研究施設

技 術 部

学 務 部

情 報 部

施 設 部

総務課

人事課

研究協力課

国際交流課

財務課

経理課

管財課

教務課

学生課

入試課

計画課

施設管理課

整備課

情報サービス課

事務部

○○学科・○○専攻

○○施設

事務部

○○研究部門

○○研究施設

総務課

管理課

情報管理課

医事課

○○センター

○○実習施設

情報推進課

配置の一例
事
務
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書
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系
技
術
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・
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支
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系
技
術

役
員
会

経営協議会

教育研究評議会
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東北地区国立大学法人等
職員採用試験実施委員会採用試験事務室

〒980-8577 仙台市青葉区片平2-1-1（東北大学本部内）

編集・発行

環境にやさしい植物油インキ
「VEGETABLE OIL INK」で
印刷しております。

このパンフレットは環境に配
慮した「水なし印刷」により
印刷しております。

022-217-5676 shiken@grp.tohoku.ac.jp

北海道地区（採用試験事務室）

https://www.hokudai.ac.jp/jimuk/
soumubu/jinjika/saiyo/

011-706-2019

関東甲信越地区（採用試験事務室）

https://ssj.adm.u-tokyo.ac.jp/

03-5841-2769

東北地区（採用試験事務室）

https://www.bureau.
tohoku.ac.jp/shiken/

022-217-5676

東海・北陸地区（採用試験事務室）

https://www.sssj.jimu.
nagoya-u.ac.jp/

052-788-6053

近畿地区（採用試験事務室）

https://kinki-ssj.adm.kyoto-u.ac.jp/

075-753-2230

中国・四国地区（採用試験事務室）

https://jinji.hiroshima-u.ac.jp/
shiken/

082-424-5616

九州地区（採用試験事務室）

https://www-shiken.jimu.
kyushu-u.ac.jp/

092-802-2340

@shiken_bureau @user-wd8dd1vh5e

SNSも充実！ぜひ、ご利用ください。

https://www.bureau.tohoku.
ac.jp/shiken/

最新の情報は
ホームページで

組織概要
・

採用試験
・

機関紹介
こちらからご覧ください




